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例
会
の

　
　

あ　

ら　

ま　
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平
成
18
年
７
月
定
例
会
は
、７
月

20
日
か
ら
８
月
８
日
ま
で
の
20
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
は
、６
月
25
日
に
行
わ

れ
た
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
初
の

議
会
で
あ
り
、開
会
日
の
７
月
20
日

に
は
、
最
初
に
、
正
副
議
長
の
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、議

長
に
吉
岡
知
己
議
員
が
、副
議
長
に

松
井
義
夫
議
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、議
員
発
議
に

よ
り
「
米
子
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
」の
議
案
１
件
が
提
案
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、議
会
運
営
委
員
及
び
常
任
委

員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。次
に
、

議
員
発
議
に
よ
り
「
特
別
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て
」の
議
案
１
件
が
提

案
さ
れ
、原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

る
と
と
も
に
、特
別
委
員
の
選
任
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、西
部
広

域
行
政
管
理
組
合
等
の
議
員
の
選
挙

及
び
互
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
、
市
長
か
ら
「
監
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
」の
議
案
１
件
が
提
案
さ

れ
、原
案
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

　

21
日
に
は
、
ま
ず
、市
長
か
ら「
米

子
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

な
ど
の
議
案
２
件
が
提
案
さ
れ
、委

員
会
審
査
の
後
、原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、市
長
か

ら
「
専
決
処
分
に
つ
い
て
（
米
子
市

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
）」な
ど
の
議
案
32

件
及
び
報
告
７
件
に
つ
い
て
提
案
理

由
の
説
明
及
び
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
か
ら
28
日
及
び
31
日
の

５
日
間
は
、24
人
の
議
員
に
よ
る
市

政
一
般
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

８
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
の
４
日

間
は
、議
案
及
び
陳
情
の
審
査
等
の

た
め
、委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
８
月
８
日
に
は
、ま
ず
、

各
常
任
委
員
会
の
委
員
長
か
ら
議
案

及
び
陳
情
の
審
査
報
告
が
あ
り
、採

決
の
結
果
、「「
イ
ズ
ミ
」の
米
子
進

出
反
対
に
関
す
る
陳
情
」な
ど
の
陳
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区 分 件 数

議 案 ４５

報 告 ７

陳 情 １７

合 計 ６９

情
７
件
に
つ
い
て
は
、賛
成
多
数
に

よ
り
採
択
に
決
し
、
そ
の
他
の
議
案

及
び
陳
情
に
つ
い
て
は
、い
ず
れ
も
、

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
し
ま
し
た
。

次
に
、
市
長
か
ら
「
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
」の
議
案
１
件
が

提
案
さ
れ
、委
員
会
審
査
の
後
、原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
次

に
、
市
長
か
ら
「
平
成
17
年
度
米
子

市
水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定
に
つ

い
て
」な
ど
の
議
案
４
件
が
提
案
さ

れ
、閉
会
中
に
継
続
し
て
審
査
す
る

こ
と
に
決
し
ま
し
た
。
最
後
に
、議

員
発
議
に
よ
り
「
地
方
交
付
税
制
度

の
財
源
保
障
機
能
を
堅
持
し
、充
実

さ
せ
る
意
見
書
」な
ど
の
議
案
３
件

が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、今
回
審
議
さ
れ
た
案
件
は
、

別
表
の
と
お
り
69
件
で
、審
議
結
果

に
つ
い
て
は
、
19
・
20
㌻
の
一
覧
表

の
と
お
り
で
す
。

別 表

会　派　構　成
（平成18年８月８日現在）

新　　　風
（10人）

未　　　来
（６人）

新　政　会
（５人）

公明党議員団
（４人）

日本共産党
米子市議会議員団
（２人）

一院クラブ
（１人）

明　正　会
（１人）

誠　　　心
（１人）

岩﨑康朗渡辺穣爾

伊藤ひろえ内田隆嗣

尾沢三夫藤尾信之

原　紀子笠谷悦子

松本松子

安木達哉

矢倉　強松井義夫

中川健作森　雅幹門脇邦子八幡美博

松田　正野坂道明

谷本　栄中田利幸吉岡知己渡辺照夫中村昌哲

竹内英二

山形周弘

安田　篤

岡村英治

遠藤　通

中本実夫

宮田　誠
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　市民の皆様には、日ごろ市政各般にわたり温かいご理解とご協力をいただき、心から感謝申し上げます。
　私たちは、去る７月20日、議長、副議長の要職に就任し、議会運営の重責を担うことになりましたが、その責任の重
大さを痛感し、身の引き締まる思いでございます。
　本市は、旧淀江町との合併により、新しく生まれ変わり、１年余りを経過しましたが、厳しい財政状況の下、市民福
祉の向上、地域経済の活性化等に向けて、取り組むべき課題が山積しております。
　私たちは、このような諸問題に対し、市当局とともに慎重かつ迅速に対応するとともに、質の高い開かれた議会とし
て公正公平な運営に努め、協働によるまちづくりを通して、市民の皆様のご期待にこたえる決意でございます。
　何とぞ、皆様には、今後ともより一層のご支援、ご協力をお願い申し上げ、就任に当たってのあいさつとさせていただ
きます。

議長・副議長の就任あいさつ

議　長
吉　岡　知　己

副議長
松　井　義　夫

委　員　会　構　成
（平成18年８月８日現在）

常任委員会
（総務文教委員会）【定数８人】
◎岩﨑康朗　　　○森　雅幹　　　遠藤　通　　　岡村英治　　　安木達哉　　　山形周弘　　　渡辺穣爾　
　渡辺照夫
（民生環境委員会）【定数８人】
◎伊藤ひろえ　　○松本松子　　　笠谷悦子　　　谷本　栄　　　藤尾信之　　　松田　正　　　八幡美博　
　吉岡知己
（産業経済委員会）【定数７人】
◎安田　篤　　　○野坂道明　　　内田隆嗣　　　尾沢三夫　　　門脇邦子　　　中村昌哲　　　宮田　誠
（建設水道委員会）【定数７人】
◎矢倉　強　　　○竹内英二　　　中川健作　　　中田利幸　　　中本実夫　　　原　紀子　　　松井義夫

議会運営委員会【定数８人】
◎渡辺照夫　　　○山形周弘　　　遠藤　通　　　谷本　栄　　　中川健作　　　森　雅幹　　　安田　篤　
　渡辺穣爾

特別委員会
（美保基地問題等調査特別委員会）【定数７人】
◎矢倉　強　　　○渡辺穣爾　　　門脇邦子　　　中村昌哲　　　原　紀子　　　松井義夫　　　宮田　誠
（中海問題等調査特別委員会）【定数７人】
◎中川健作　　　○岩﨑康朗　　　伊藤ひろえ　　尾沢三夫　　　松本松子　　　安田　篤　　　吉岡知己
（行財政改革問題等調査特別委員会）【定数８人】
◎安木達哉　　　○岡村英治　　　遠藤　通　　　竹内英二　　　谷本　栄　　　藤尾信之　　　森　雅幹
　渡辺照夫
（都市機能整備問題等調査特別委員会）【定数８人】
◎中田利幸　　　○八幡美博　　　内田隆嗣　　　笠谷悦子　　　中本実夫　　　野坂道明　　　松田　正　
　山形周弘

※　委員長、副委員長以外は五十音順

◎＝委員長　○＝副委員長
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地方交付税制度の財源保障機能を堅持し、充実させる意見書

▽意見書▽　７月定例会で可決された意見書は、次の３件です。

　現在、経済財政諮問会議は、2010年代初頭までにプライマリーバランス（基礎的財政収支）の黒字化を目指すとし、「歳出・歳入一体改革」を
議論している。与謝野金融・経済財政政策担当大臣の中間取りまとめでも、その「歳出削減」の一環として「歳出の大胆な削減、基準財政需要
額の見直し、現在の基準を見直すことによる不交付団体数の増加を始めとする地方交付税制度の改革等を加速する」としている。竹中総務相
は、プライマリーバランス改善のために「地方交付税は６兆円減可能」（３月29日経済財政諮問会議）と試算したが、この歳出削減については、骨
太方針2006の中に反映された。
　地方交付税は地方の固有財源であり、国の借金の付けまわしとして、しかも地方の代表者も入れずに「改革」するというのは許されない。地方
交付税制度は、憲法で地方自治体に保障された「財産を管理し、事務を処理し、及び行政を執行する」ことを実現するためのものであり、その削
減は住民の暮らしや福祉のためのサービスを切り捨てるものである。
　地方の事務の中で国が法律で義務付けているものは、消防や保育所など住民の暮らしに密接にかかわるものである。国が義務付けているな
らば、その財源の保障を削るべきでない。
　地方交付税は、地方自治体と住民サービスの命綱とも言うべきものである。
　よって、政府におかれては、下記事項を実施されるよう強く要望する。

記
１　地方交付税制度は、財源保障機能と財政調整機能を併せ持つ制度として充実させること。
２　国の財政の歳出削減の一環として、地方共有の財源である地方交付税を一方的に削減することをやめること。
３　決定のプロセスに地方の代表者の参加を保障し、「法定率」の引き上げを含め地方交付税の充実を行うこと。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成18年８月８日
米　子　市　議　会

内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　金融・経済財政政策担当大臣　様

出資法の上限金利の引き下げ等、「出資の受入れ、預り金及び金利等の取締りに関する法律」及び「貸金業の規制等に関する法律」の改正を求める意見書
　現在、公定歩合が年0.10パーセント、銀行の貸出平均金利が年２パーセント以下という超低金利時代の我が国において、消費者金融、信販会社、
商工ローン等の貸金業者は、利息制限法が定める制限金利（年15～20パーセント）でさえ高金利と言えるところ、貸金業規制法第43条の要件遵守
を条件に、出資法の上限金利たる年29.2パーセント（日賦貸金業者及び電話担保金融は、年54.75パーセント）という超高金利での営業をしている
（いわゆる「みなし弁済」）。
　先般、最高裁判所は、貸金業者のほとんどが採用する「リボルビング式」の貸付けに「みなし弁済」の適用はないと判示し（最判平成17年12月15
日）、強行にみなし弁済の成立を主張し続けてきた株式会社シティズに対してもその主張を退けたところである（最判平成18年１月13日）。両判決
の意味するところは、あらゆる貸金業者の貸付けに「みなし弁済」が成立しないということであり、もはや、貸金業規制法第43条の存続意義は認め
られないと言える。
　「みなし弁済」が成立しない以上、利息制限法の制限金利を超えた部分は「払う必要のない利息」であるにもかかわらず、貸金業者は、両判決の
後も利息制限法に定める所定金利に改めないばかりか、法を知らない債務者に何らの説明をすることもなく、本来無効の利息を違法に受け続けて
いる。
　一方、長引く経済不況を背景に、全国では債務整理を必要とする多重債務者が200万人にも及ぶと推測され、これだけの数の債務者が「払う必
要のない利息」のために苦しめられ、自己破産・夜逃げ・一家離散・校内暴力・自殺・強盗や殺人等の犯罪といった社会問題を引き起こすに至って
いる。また、平成17年における金融広報中央委員会の調査では、「貯蓄を保有していない世帯」の比率が全体の23.8パーセントを占めている。余裕
資金のない中で、突発的な出費に対応するために高金利の貸金業者を利用した世帯では、返済に窮するだけでなく、子どもの学費や税金、社会保
険料等の滞納が常態化している。
　このような状況のもとで、平成19年１月には出資法の上限金利を見直す時期を迎える。
　よって、国会、政府におかれては、貸金業規制法第43条の存続意義がなくなった今、同条を廃止することに加え、住民が安心して経済生活を送る
ことができる適正な金利規制など、下記のとおり法改正を行うよう強く要望する。

記
１　出資法第５条の上限金利を、利息制限法第１条の制限金利まで引き下げること。
２　貸金業規制法第43条のいわゆる「みなし弁済」規定を撤廃すること。
３　出資法における日賦貸金業者及び電話担保金融に対する特例金利を廃止すること。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成18年８月８日
米　子　市　議　会

衆議院議長　参議院議長　様
内閣総理大臣　総務大臣　法務大臣　金融・経済財政政策担当大臣　様

基地対策予算の増額等を求める意見書
　我が国には、多くの自衛隊や米軍の施設が所在しており、各地で基地施設の所在に起因するさまざまな問題が発生し、住民生活はもとより地域
振興等に多大な影響を及ぼしている。
　そのため、基地施設周辺の市町村は、基地所在に伴う諸問題の解決に向けて鋭意努力しているところである。
　こうした基地関係市町村に対しては、固定資産税の代替的性格を基本とした基地交付金（国有提供施設等所在市町村助成交付金）及び基地交
付金の対象外である米軍資産や住民税の非課税措置等の税財政上の影響を考慮した調整交付金（施設等所在市町村調整交付金）が交付されて
いる。
　また、自衛隊等の行為または防衛施設の設置・運用により生ずる障害の防止・軽減のため国の責任において基地周辺対策事業が実施されている。
　しかし、基地関係市町村の行財政運営は、基地所在に伴う特殊な財政需要の増大等により大変厳しい状況にあり、国による基地対策のさらなる
充実が必要である。
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　よって、政府におかれては、基地関係市町村の実情に配慮して下記事項を実現されるよう強く要望する。
記

１　基地交付金及び調整交付金については、平成19年度予算において増額措置を講ずるとともに、基地交付金の対象資産を拡大すること。
２　基地周辺対策経費の所要額を確保するとともに、各事業の補助対象施設及び範囲を拡大すること。特に、特定防衛施設周辺整備調整…
　交付金については、平成19年度予算において増額措置を講ずること。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成18年８月８日
米　子　市　議　会

　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　防衛庁長官　様

▽宣　言▽　３月定例会で次の７つの都市宣言が議決されました。（平成18年３月28日議決）

非核平和都市宣言
　真の恒久平和は、私たち人類共通の願いです。
　しかし、世界各地で今なお紛争が絶えず、依然として軍備の拡大が続けられ、世界平和に深刻な脅威をもたらしていることに、世界中の人々が等
しく憂えています。
　我が国は、世界で唯一の核被爆国として、再びあの広島、長崎の惨禍を繰り返してはなりません。また、日本国憲法の恒久平和主義の理念を市民
生活の中に生かし、継承しなければなりません。
　したがって、米子市は、核兵器を持たず、つくらず、持ち込ませずという非核三原則の完全実施と、すべての核兵器の廃絶を全世界に向かって訴
えるとともに、ここに「非核平和都市」を宣言します。

暴力追放都市宣言
　暴力のない明るく住みよい地域社会を実現することは、市民共通の願いです。
　しかし、法秩序を無視した暴力行為が後を絶たず、市民の日常生活や経済活動に大きな不安と脅威を与えています。
　平穏な市民生活を守り、安全で安心な地域社会にするためには、市民が総ぐるみで暴力行為を認めない地域づくり、すべての暴力を排除していく
社会環境づくりに努めていく必要があります。
　よって、米子市は、市民とともに暴力の追放及び根絶に努力し、明るく、平和で住みよい地域社会の実現を目指して、ここに「暴力追放都市」を宣
言します。

交通安全都市宣言
　交通事故のない安全で快適な地域社会を実現することは、市民共通の願いです。
　しかし、高齢社会の到来を初め社会情勢と交通環境の変化に伴い、交通事故は後を絶たない現状にあります。
　子どもたちや高齢者を初めとするすべての市民が、悲惨な交通事故に遭わぬよう、道路交通環境の整備はもとより、市民一人ひとりが交通安全
意識を高め、シートベルトやチャイルドシートの着用の徹底、暴走・飲酒運転の根絶など、交通ルールを守り、正しい交通マナーを実践することが必
要です。
 よって、米子市は、すべての市民とともに、交通事故のない安全で安心して暮らせる都市を実現することを目指して、ここに「交通安全都市」を宣言
します。

人権尊重都市宣言
　私たちは、だれもが日本国憲法で保障された基本的人権を享有し、人間らしく幸せに生活したいと願っており、社会生活において人権の侵害は、
いかなる理由があっても許されるものではありません。
　しかし、私たちの周りでは、依然としてさまざまな人権侵害が後を絶たず、その解決は、急務の課題となっています。
　今こそ、すべての市民がお互いの違いを認め、尊重し、共に生きる心をはぐくんでいくとともに、人権を自分自身の問題として考え、学び、行動する
ことが大切です。
　ここに、あらゆる人権侵害をなくすことを誓い、安心して、自信を持って、自由に行動できる社会の実現のために、米子市を「人権尊重都市」とす
ることを宣言します。

健康都市宣言
　健康は、市民の幸せと都市の発展を図る上に欠くことのできない必須の要件です｡
　米子市は、恵まれた環境を生かし、明るい健康な都市づくりを目指して、市民と行政が一体となってその実現にまい進することを決意し、ここに
「健康都市」とすることを宣言します｡

福祉都市宣言
　今日の高齢化社会、少子化時代の中で、すべての市民が安心して、生き生きと楽しく生活できる地域づくりが求められています。
　障がい者や高齢者など社会生活においてハンディキャップを負う人 を々、特別視することなく、当然のこととして包含する社会こそが正常です。
　ハンディキャップの有無にかかわらず、だれもが平等に権利を享受できるようにするという「ノーマライゼーション」の理念のもと、すべての市民の
「完全参加と平等」の実現を図るため、心の通う温かい地域社会をつくることが重要です。
　米子市及び米子市民は、だれもが安全かつ快適に生活することができるよう、社会基盤の整備を行っていくとともに、市民が主体となってお互い
の基本的人権を尊重し合い、豊かな心をはぐくんでいくことができるよう、福祉のまちづくりの推進を目指し、米子市を「福祉都市」とすることを宣
言します。

環境都市宣言
　さわやかな大気、清らかな水、豊かな緑など自然は生きとし生けるものの母胎であり、人間と動植物に生存基盤を与えるのみならず、地球にすむ
ものに調和をもたらすものです。
　しかし、大気汚染、水の汚濁、緑の枯渇などの自然環境の破壊は、今や地域から地球規模までに拡大し、人類の生存基盤が危うくなりかねない
事態を迎えています。
　我々は、自然環境がもたらす恵みと資源を守り育て、人間の英知のあかしとして、自然との共生のもとに、調和のとれた人間環境をつくり上げて
いきます｡
　我々は、健全な自然環境が人間の営みと不可欠なものであることを深く認識し、これまでの資源・エネルギー多消費社会を見直し、次世代を初め
後世に禍根を残さない循環型社会を形成するために、住民、企業、自治体が一体となり、環境先進都市を目指すことを宣言します。
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市
政
一
般
に
対
す
る
質
問

　

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
は
、紙
面
の
都
合
上
、１
人
２
項
目
以
内
と
し
て
、

要
約
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

■
議
員　

現
在
策
定
中
の
「
米
子
市

職
員
人
材
育
成
基
本
方
針（
素
案
）」

で
は
、「
管
理
職
昇
任
前
の
研
修
や
管

理
職
昇
任
資
格
試
験
な
ど
、能
力
主

義
に
基
づ
く
昇
任
管
理
に
つ
い
て
検

討
す
る
」と
な
っ
て
い
る
が
、
管
理

職（
係
長
、課
長
、部
長
）昇
任
時
の

試
験
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
ど
こ

ま
で
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

■
市
長　

昇
任
試
験
制
度
は
、総
合

的
な
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
の
検
討

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
た
び

策
定
し
た
人
材
育
成
基
本
方
針
に
基

づ
き
、個
別
の
項
目
に
取
り
組
む
中

で
、総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド

人
事
政
策
に
お
け
る
格
付
制

度
に
つ
い
て

八や

幡わ
た

美よ
し

博ひ
ろ

議
員（
未
来
）

ア
ッ
プ
と
権
限
委
譲
の
推
進
の
た
め

に
、
チ
ー
ム
制
を
導
入
し
、
管
理
職

ポ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

■
市
長　

所
管
業
務
に
よ
っ
て
は
、

課
内
の
事
務
配
分
の
合
理
化
、業
務

の
繁
閑
の
調
整
、担
当
者
か
ら
課
長

直
結
の
業
務
体
系
を
と
る
こ
と
に
よ

る
意
思
決
定
の
迅
速
化
な
ど
の
効
果

が
期
待
さ
れ
る
が
、チ
ー
ム
制
を
採

用
し
た
場
合
で
も
、チ
ー
ム
の
運
営

と
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
指
導
を
行
う

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
必
要
で
あ
り
、

ポ
ス
ト
の
大
幅
な
削
減
に
は
つ
な
が

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
等
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
、組
織
機
構
の
検
討
に

あ
わ
せ
て
研
究
し
て
み
た
い
。

彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い

て■
議
員　

本
市
の
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
特
徴
は
、
制
作
過
程
を
通
じ
、

本
当
の
意
味
で
市
民
と
の
交
流
が
図

ら
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、芸
術
界
で

は
全
国
的
に
米
子
方
式
と
も
言
え
る

こ
の
運
営
方
法
が
大
き
な
評
価
を
得

て
い
る
。
10
回
目
を
迎
え
た
今
年
、

突
然
の
休
止
宣
言
を
受
け
て
、市
民

の
間
に
継
続
を
望
む
声
が
沸
き
あ

が
っ
て
い
る
。そ
こ
で
、以
下
伺
う
。

　

⑴
ま
ず
、休
止
あ
り
き
と
い
う
市

の
姿
勢
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
ど

の
よ
う
な
経
過
で
休
止
の
判
断
を

さ
れ
た
の
か
。

　

⑵
市
長
は
、「
別
な
形
と
し
て
で

も
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
が

あ
れ
ば
検
討
し
た
い
」と
答
弁
さ
れ

て
い
る
が
、検
討
の
前
提
と
し
て
ど

ん
な
形
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

■
市
長　

⑴
本
年
の
４
基
の
彫
刻

の
設
置
に
よ
り
、当
初
の
目
的
と
し

て
い
た
彫
刻
ロ
ー
ド
の
回
遊
性
が

一
応
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か

ら
で
あ
る
。

　

⑵
今
後
の
「
彫
刻
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
基
本
計
画
」の
あ
り
方
は
、
こ

れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
彫
刻
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
、
い
か
し
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
な
ど
の
課
題
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、様
々
な
方
策
や
手
法

が
考
え
ら
れ
る
も
の
と
思
う
が
、担

当
部
署
に
関
係
者
と
も
協
議
し
、検

討
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ…

　

い
て

○
入
札
制
度
に
つ
い
て

■
議
員　

昨
年
の
４
月
か
ら
「
栄
養

教
諭
」制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年

４
月
に
は
26
道
府
県
に
配
置
さ
れ
て

い
る
。
栄
養
教
諭
は
学
校
内
に
お
け

る
指
導
に
と
ど
ま
ら
ず
、保
護
者
へ

の
助
言
、地
域
社
会
や
関
係
機
関
と

地
域
の
食
育
に
つ
い
て
連
携
を
図
る

な
ど
地
域
の
食
育
向
上
の
た
め
の
中

核
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
栄
養

教
諭
の
配
置
推
進
状
況
を
伺
う
。

■
教
育
長　

県
内
で
は
、栄
養
教
諭

は
ま
だ
配
置
さ
れ
て
い
な
い
が
、現

在
、資
格
取
得
者
数
が
20
名
、今
年

度
の
取
得
見
込
者
数
が
24
名
で
あ
る
。

な
お
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
来

年
度
は
配
置
す
る
方
向
で
検
討
し
た

い
と
伺
っ
て
い
る
。

■
議
員　

学
校
給
食
に
お
け
る
地
産

地
消
の
割
合
を
伺
う
。

■
教
育
長　

16
年
度
は
49
㌫
で
あ

り
、17
年
度
は
47
㌫
で
あ
る
。

■
議
員　

２
０
１
０
年
ま
で
の
目
標

数
値
は
、①
食
育
に
関
心
を
持
っ
て

米
子
市
に
お
け
る
「
食
育
推

進
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て

原は
ら　

紀の
り

子こ

議
員（    　
）

公
明
党

議
員
団

い
る
人
を
９
割
に
②
朝
食
を
抜
く
小

学
生
を
ゼ
ロ
に
、20
、30
歳
代
は
15

㌫
以
下
に
③
学
校
給
食
へ
の
地
元
食

材
の
使
用
割
合
を
30
㌫
以
上
に―

で
あ
る
。
③
は
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
る

が
、食
育
基
本
法
の
趣
旨
を
実
現
す

る
た
め
、本
市
も
「
食
育
推
進
計
画
」

の
策
定
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

米
子
市
の
耐
震
改
修
促
進
計

画
に
つ
い
て

■
議
員　

い
つ
ご
ろ
を
め
ど
に
計
画

を
策
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

■
市
長　

18
年
度
中
に
県
の
耐
震
改

修
促
進
計
画
が
策
定
さ
れ
る
と
伺
っ

て
い
る
の
で
、19
年
度
中
の
策
定
を

予
定
し
て
い
る
。

■
議
員　

今
年
度
は
、一
戸
建
て
住

宅
の
耐
震
診
断
補
助
枠
が
20
戸
か
ら

30
戸
に
拡
大
さ
れ
、７
月
か
ら
受
付

が
開
始
さ
れ
た
が
、補
助
制
度
の
概

要
を
伺
う
。

■
市
長　

今
年
度
は
、昨
年
度
設
定

し
て
い
た
補
助
の
対
象
と
な
る
建

築
物
の
種
別
や
規
模
要
件
を
取
り

除
き
、昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
す
べ
て
の
建
築
物
を

対
象
に
し
て
お
り
、一
戸
建
て
住
宅

は
４
万
円
、
そ
れ
以
外
の
建
築
物
は

２
０
０
万
円
を
限
度
に
補
助
を
行

う
。
補
助
対
象
戸
数
は
、一
戸
建
て

住
宅
は
30
戸
、
そ
の
他
の
建
築
物
は
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２
棟
分
を
予
定
し
て
い
る
。

■
議
員　

大
地
震
に
備
え
て
住
宅
の

耐
震
化
を
進
め
る
た
め
に
、今
年
の

４
月
か
ら
耐
震
改
修
促
進
税
制
が
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、そ
の
概
要
を
伺
う
。

■
市
長　

平
成
18
年
度
の
税
制
改
正

に
お
い
て
、既
存
住
宅
の
耐
震
改
修

を
し
た
場
合
、固
定
資
産
税
額
の
減

額
措
置
、所
得
税
額
の
特
別
控
除
が

「
住
宅
・
建
築
物
に
係
る
耐
震
改
修
促

進
税
制
」と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

〇
行
政
改
革
に
つ
い
て

○「
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
愛

　

称
・
法
テ
ラ
ス
）に
つ
い
て

ご
み
減
量
化
に
つ
い
て

伊い

藤と
う

ひ
ろ
え
議
員（
未
来
）

■
議
員　

本
市
の
ご
み
処
理
に
か
か

る
経
費
は
年
間
約
22
億
円
だ
が
、品

目
別
の
処
理
コ
ス
ト
を
伺
う
。

■
市
長　

17
年
度
決
算
で
、
可
燃

ご
み
約
14
億
３
０
０
０
万
円
、
不

燃
ご
み
・
不
燃
性
粗
大
ご
み
約

２
億
６
４
０
０
万
円
、
ビ
ン
・
缶
類

約
１
億
２
６
０
０
万
円
、古
紙
類
約

１
億
８
９
０
０
万
円
、発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
約
５
５
０
０
万
円
な
ど
で
あ
る
。

■
議
員　

有
料
化
す
る
ご
み
の
区
分

は
、廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
で

審
議
中
だ
が
、有
料
ご
み
と
無
料
ご
み

に
分
け
る
考
え
方
と
品
目
を
伺
う
。

■
市
長　

有
料
化
の
範
囲
を
「
可
燃

ご
み
」「
可
燃
ご
み
と
不
燃
ご
み
」「
す

べ
て
の
ご
み
」の
３
つ
に
設
定
し
、

相
対
的
な
ご
み
の
減
量
効
果
と
リ
サ

イ
ク
ル
率
の
向
上
の
両
面
が
期
待
で

き
る
「
可
燃
ご
み
と
不
燃
ご
み
の
有

料
化
」が
適
切
で
あ
る
と
の
意
見
集

約
が
な
さ
れ
て
い
る
。

■
議
員　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ト
レ
イ

な
ど
は
、少
な
く
と
も
店
頭
回
収
が

可
能
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

■
市
長　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
コ
ン
ビ

ニ
や
一
部
の
店
舗
で
、ト
レ
イ
は
ほ

と
ん
ど
の
ス
ー
パ
ー
や
百
貨
店
で
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
各
事

業
者
や
店
舗
等
の
自
主
的
な
判
断
に

よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、本
市
と
し
て
も
一
層
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

■
議
員　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
以
下「
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
）設
立
の

目
的
を
伺
う
。

■
市
長　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、相
談
を
受
け
付
け
た
り
、

見
守
っ
た
り
し
て
、心
身
の
状
態
に
あ

わ
せ
た
支
援
を
提
供
す
る
た
め
の
地

域
に
お
け
る
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
拠

点
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

■
議
員　

セ
ン
タ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
機

関
と
し
て
、セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

が
設
置
さ
れ
、第
１
回
目
の
協
議
会

が
開
催
さ
れ
た
が
、セ
ン
タ
ー
の
活

動
状
況
及
び
問
題
点
を
伺
う
。

■
市
長　

４
月
か
ら
の
３
か
月
間
の

活
動
状
況
は
、訪
問
・
来
訪
等
に
よ
っ

て
高
齢
者
の
生
活
の
基
本
的
な
状
況

を
把
握
す
る
実
態
把
握
が
８
４
９

件
、総
合
相
談
が
３
２
２
０
件
、ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の
困
難
ケ
ー
ス

へ
の
支
援
が
２
０
５
件
で
あ
る
。
ま

た
、
要
支
援
１
・
２
と
判
定
さ
れ
た

人
へ
の
介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成
が

４
８
０
件
、
要
支
援
・
要
介
護
に
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
特
定
高
齢
者
へ
の

地
域
支
援
事
業
の
介
護
予
防
プ
ラ
ン

の
作
成
が
40
件
で
あ
る
。
運
営
協
議

会
で
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
は
、①
地

域
に
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
こ
と

を
知
ら
な
い
人
が
多
数
い
る
こ
と
②

活
動
状
況
が
分
か
ら
な
い
な
ど
の
Ｐ

Ｒ
不
足
③
セ
ン
タ
ー
の
情
報
公
開
が

必
要―

な
ど
で
あ
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
米
子
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ

　

い
て

○
給
食
に
つ
い
て

○
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

本
市
の
着
地
型
観
光
メ
ニ
ュ
ー

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

岩い
わ

﨑さ
き

康や
す

朗ろ
う

議
員（
新
風
）

■
議
員　

大
山
・
中
海
・
宍
道
湖
圏
域

の
着
地
型
健
康
メ
ニ
ュ
ー
は
全
体
的

に
充
実
し
つ
つ
あ
る
。
境
港
の
「
鬼

太
郎
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」等
に
し

て
も
、着
々
と
着
地
型
メ
ニ
ュ
ー
が

整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
本
市
は
、
ど

の
よ
う
に
着
地
型
観
光
の
充
実
を
図

る
の
か
。

■
市
長　

現
在
実
施
中
の
中
海
・
宍

道
湖
・
大
山
圏
域
に
お
け
る
広
域
観

光
連
携
に
お
い
て
、圏
域
全
体
へ
の

観
光
客
の
入
込
み
増
加
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、個
々
の
観
光
地
に
波
及
さ

せ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

■
議
員　

観
光
ソ
フ
ト
の
開
発
事
業

で
は
、泉
質
に
こ
だ
わ
り
、保
温
効

果
を
持
続
さ
せ
る
温
泉
成
分
を
保
有

し
た
エ
ス
テ
オ
イ
ル
等
の
開
発
も
手

掛
け
る
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
ソ

フ
ト
開
発
は
、様
々
な
協
力
を
得
て

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
皆
生

温
泉
の
活
性
化
を
重
要
事
項
と
し
て

い
る
市
長
と
し
て
、
こ
の
取
組
に
対

し
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
。

■
市
長　

ソ
フ
ト
の
開
発
自
体
は
、

皆
生
温
泉
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て

ほ
し
い
と
思
う
が
、従
来
の「
皆
生
温

泉
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
」な
ど
を
通

じ
て
支
援
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

エ
ス
テ
や
サ
ン
ド
ウ
ォ
ー

ク
と
観
光
を
組
み
合
わ
せ
た
ホ
ッ
ト

ソ
ル
ト
ス
プ
リ
ン
グ
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
事

業
を
活
用
し
、皆
生
温
泉
と
共
同
し

て
進
ま
れ
る
こ
と
を
要
望
し
た
い
。

公
民
館
職
員
の
駐
車
料
金
の

徴
収
に
つ
い
て

■
議
員　

公
民
館
の
館
長
会
で
、「
通

勤
用
自
動
車
の
駐
車
料
金
を
お
願

い
す
る
」旨
の
説
明
が
あ
っ
た
と
聞

い
た
。
館
長
会
で
の
反
応
は
様
々
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、「
各
公

民
館
で
料
金
格
差
が
あ
る
の
は
ど
う

か
」「
負
担
が
今
以
上
に
か
か
る
の
は

ど
う
か
」と
の
意
見
も
あ
っ
た
よ
う

だ
。そ
こ
で
、以
下
伺
う
。

　

⑴
ど
の
よ
う
な
目
的
が
あ
る
の
か
。

　

⑵
徴
収
に
至
っ
た
経
緯
は
。

　

⑶
い
つ
か
ら
徴
収
す
る
の
か
。

■
市
長　

⑴
行
政
財
産
で
あ
る
市
有

施
設
の
適
正
な
管
理
を
図
る
と
と
も

に
、本
年
３
月
に
策
定
し
た
米
子
市

行
財
政
改
革
大
綱
に
掲
げ
て
い
る
受

益
と
負
担
の
適
正
化
及
び
負
担
の
公
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平
性
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、市
有

施
設
に
勤
務
す
る
公
民
館
職
員
も
含

む
市
の
職
員
等
が
、施
設
内
に
通
勤

用
自
動
車
を
駐
車
す
る
場
合
に
使
用

料
を
徴
収
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

⑵
平
成
15
年
度
以
降
、鳥
取
県
や

鳥
取
市
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
中
、財

政
健
全
化
プ
ラ
ン
の
中
で
財
政
の
構

造
改
革
を
重
要
な
基
本
方
針
と
し
て

位
置
付
け
、受
益
者
負
担
の
見
直
し

を
掲
げ
、
こ
の
取
組
を
米
子
市
行
財

政
改
革
大
綱
・
実
施
計
画
の
実
施
項

目
に
定
め
、実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

⑶
本
年
９
月
か
ら
、米
子
市
行
政

財
産
使
用
料
条
例
に
基
づ
く
使
用
料

を
徴
収
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
入
湯
税
に
つ
い
て

米
子
市
総
合
計
画
基
本
計
画
と

米
子
市
行
財
政
改
革
大
綱
の
整

合
性
に
つ
い
て

竹た
け

内う
ち

英え
い

二じ

議
員（
新
風
）

■
議
員　

総
合
計
画
は
総
花
的
で
理

解
し
づ
ら
い
上
、項
目
ど
お
り
実
施

す
れ
ば
、
か
な
り
の
歳
出
に
な
る
と

感
じ
た
。
反
対
に
、行
財
政
改
革
大

綱
実
施
計
画
は
、一
律
的
に
カ
ッ
ト
、

縮
小
さ
れ
、
こ
れ
で
は
米
子
経
済
が
、

市
民
が
縮
こ
ま
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
抱

い
た
。
私
は
市
長
が
目
指
し
て
い
る

「
生
活
充
実
都
市
・
米
子
」の
実
現
に

向
け
た
基
盤
で
あ
る
総
合
計
画
と
行

財
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
に
整
合
性

が
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
計
画

で
、果
た
し
て
「
活
力
み
な
ぎ
る
米

子
」「
ゆ
と
り
あ
る
心
豊
か
な
米
子
」

の
実
現
が
で
き
る
の
か
不
安
を
覚
え

た
が
、市
長
の
所
見
を
伺
う
。

■
市
長　

新
総
合
計
画
は
、本
市
の

将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、「
市
民
と

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」等
を

基
本
理
念
に
掲
げ
、「
活
力
み
な
ぎ
る

米
子
」等
を
基
本
目
標
と
し
て
、
こ

の
米
子
が
い
き
い
き
輝
く
も
の
と
な

る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、地
方
分
権

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
の
自
立
を

目
指
し
、持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を

確
立
す
る
た
め
、行
財
政
改
革
大
綱

実
施
計
画
に
基
づ
き
、定
員
適
正
化

計
画
の
策
定
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努

め
る
こ
と
が
、夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

ご
み
減
量
化
対
策
に
お
け
る

市
民
意
識
の
改
革
に
つ
い
て

■
議
員　

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
に
掲
げ
た
ご
み
の
減
量
化
を
実
施

し
て
い
く
た
め
に
は
、市
民
の
意
識

の
高
揚
が
非
常
に
重
要
と
な
る
。
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、多
く
の
市
民

が
ご
み
問
題
に
関
心
を
持
ち
、減
量

化
の
必
要
性
を
挙
げ
て
い
る
反
面
、

「
減
量
化
に
対
す
る
工
夫
は
考
え
て

い
な
い
」と
い
う
回
答
が
圧
倒
的
に

多
か
っ
た
。
計
画
の
中
で
は
、教
育
・

学
習
・
啓
発
で
市
民
各
層
の
意
識
改

革
に
よ
り
目
標
を
達
成
す
る
と
あ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
意
識
が
変

わ
る
の
か
。「
市
民
の
意
識
改
革
」と

言
葉
で
言
う
の
は
簡
単
で
あ
る
が
、

並
大
抵
な
こ
と
で
は
な
い
。そ
こ
で
、

市
民
の
意
識
改
革
に
向
け
た
市
長
の

自
信
の
ほ
ど
を
伺
う
。

■
市
長　

ご
み
の
減
量
化
は
、市
民

一
人
ひ
と
り
の
意
識
や
行
動
の
変
化

に
よ
っ
て
、初
め
て
実
現
で
き
る
も

の
で
あ
る
。
昨
年
度
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、「
い

つ
も
減
量
化
の
工
夫
を
し
て
い
る
」

と
い
う
市
民
以
外
で
も
、
ご
み
問
題

に
何
ら
か
の
関
心
を
持
っ
て
お
り
、

現
状
に
対
す
る
疑
問
や
物
を
大
切
に

す
る
社
会
へ
の
変
換
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
市
民
が
大
変
多
く
、
こ
う

し
た
市
民
に
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て

十
分
理
解
い
た
だ
き
、
そ
う
し
た
意

識
を
日
々
の
行
動
に
結
び
付
け
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、十
分

な
説
明
、広
報
等
を
し
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
市
道
日
原
加
茂
川
石
井
線
改
良
工…

　

事
に
つ
い
て

公
園
の
管
理
・
整
備
・
設
置
に

つ
い
て

門か
ど

脇わ
き

邦く
に

子こ

議
員（
未
来
）

■
議
員　

錦
海
町
二
丁
目
の
ブ
ラ
ン

コ
は
、２
年
以
上
使
用
で
き
な
い
が
、

本
市
の
公
園
の
遊
具
な
ど
の
整
備
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

■
市
長　

定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
、早
期
の
安
全
対
策
と
修
理

等
の
対
応
に
心
掛
け
て
い
る
。
使
用

で
き
な
い
遊
具
は
、緊
急
性
と
利
用

度
の
高
い
箇
所
か
ら
補
修
や
改
善
に

努
め
て
い
る
。

■
議
員　

ブ
ラ
ン
コ
の
修
理
に
は

１
５
０
万
円
か
か
る
が
、早
急
の
整

備
を
強
く
要
望
す
る
。

■
議
員　

山
陰
歴
史
館
横
の
障
が
い

者
用
ト
イ
レ
に
は
警
報
ブ
ザ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
。
他
の
ト
イ
レ
の

状
況
は
ど
う
か
。

■
市
長　

総
合
公
園
な
ど
比
較
的
大

き
な
利
用
者
の
多
い
公
園
を
中
心
に

24
か
所
設
置
し
て
い
る
。
非
常
用
呼

び
出
し
ボ
タ
ン
の
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、早
急
な
対
応
は
困
難
で
あ
る
。

■
議
員　

警
報
ブ
ザ
ー
が
な
っ
た
と

き
の
対
処
方
法
の
周
知
を
要
望
す
る
。

■
議
員　

観
音
寺
新
町
や
オ
ー
シ
ャ

ン
ヒ
ル
ズ
の
住
民
か
ら
、公
園
の
設

置
要
望
が
あ
る
が
、今
後
の
設
置
予

定
を
伺
う
。

■
市
長　

整
備
の
必
要
な
公
園
か
ら

計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
住
民
と
も
調
整
を
図
り
な
が
ら

整
備
に
努
め
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
実
施
を
め

ぐ
っ
て

■
議
員　

指
定
管
理
者
制
度
が
実
施

さ
れ
４
か
月
経
過
し
た
が
、苦
情
や

意
見
に
対
す
る
市
の
対
応
を
伺
う
。

■
市
長　

市
民
か
ら
は
、指
定
管
理

者
の
職
員
の
応
接
態
度
、施
設
の
清

掃
状
況
に
関
す
る
苦
情
が
数
件
あ

り
、
指
定
管
理
者
に
対
し
、
十
分
注

意
す
る
よ
う
指
導
し
た
。
指
定
管
理

者
か
ら
は
、設
備
の
不
具
合
の
指
摘

が
あ
っ
た
。
市
職
員
か
ら
は
、制
度

運
用
上
の
問
題
点
は
聞
い
て
な
い
。

■
議
員　

指
定
管
理
者
に
よ
る
新
た

に
実
施
さ
れ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
。

■
市
長　
「
山
陰
歴
史
館
等
に
お
け

る
常
設
展
観
覧
料
の
無
料
化
と
学
芸

員
の
増
員
」な
ど
実
施
さ
れ
て
い
る
。

■
議
員　

指
定
管
理
者
協
定
書
で
は
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学
芸
員
は
３
名
だ
が
、現
況
の
２
名

は
契
約
違
反
で
は
な
い
か
。

■
教
育
長　

速
や
か
な
配
置
を
要
望

し
た
い
。

■
議
員　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に

よ
る
経
費
削
減
と
優
秀
な
人
材
確
保

の
見
解
と
改
善
点
を
伺
う
。

■
教
育
長　

指
定
管
理
者
が
採
用
し

た
職
員
の
処
遇
に
、市
は
深
く
関
与

で
き
な
い
。

■
行
政
改
革
推
進
監　

検
討
段
階
か

ら
市
民
に
情
報
提
供
・
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、選
定
の
際
は
、

疑
問
点
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
面
接

に
よ
る
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
す
る
。
選
定
基
準
を
一
部
相
対

評
価
か
ら
絶
対
評
価
に
見
直
し
た
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
公
共
交
通
確
保
に
つ
い
て

ご
み
の
減
量
化
と
有
料
化
に

つ
い
て

森も
り　

雅ま
さ

幹き

議
員（
未
来
）

■
議
員　

ご
み
の
有
料
化
が
ご
み
の

減
量
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る

の
か
。

■
市
長　

ご
み
の
有
料
化
は
、先
進

自
治
体
の
例
を
見
て
も
、減
量
化
の

た
め
の
非
常
に
有
効
な
施
策
の
１
つ

だ
と
考
え
る
。

■
議
員　

有
料
化
に
当
た
っ
て
、現

在
の
各
家
庭
の
庭
先
ま
で
収
集
す
る

戸
別
収
集
方
式
と
、数
十
世
帯
が
１

か
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
集
め
る
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
方
式
の
格
差
を
ど

の
よ
う
に
埋
め
て
い
く
の
か
。

■
市
長　

有
料
化
の
実
施
に
当
た
り
、

戸
別
収
集
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
の

収
集
方
法
の
整
理
は
、原
則
、ス
テ
ー

シ
ョ
ン
収
集
に
統
一
し
て
い
く
べ
き

で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
が
、具
体

的
に
は
、「
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
」で
収
集
の
体
制
に
つ
い
て
審
議

い
た
だ
く
中
で
、
い
ろ
い
ろ
意
見
を

伺
っ
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

有
料
化
に
よ
る
財
源
は
、

現
在
措
置
し
て
い
る
経
費
の
財
源
の

肩
代
わ
り
を
す
る
の
で
は
な
く
、今

行
っ
て
い
る
以
外
の
新
た
な
減
量
化

対
策
の
み
に
使
う
べ
き
だ
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

■
市
長　

有
料
化
に
伴
う
手
数
料
の

使
途
は
、
ご
み
の
収
集
か
ら
処
理
に

係
る
一
連
の
経
費
の
ほ
か
、
ご
み
減

量
化
や
不
法
投
棄
対
策
等
に
係
る
経

費
の
一
部
と
し
て
使
用
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

通
学
路
へ
の
防
犯
灯
の
設
置

に
つ
い
て

■
議
員　

子
ど
も
の
通
学
路
の
安

全
の
問
題
は
、全
国
的
に
大
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
市
内
周
辺
部
の
学
校

の
児
童
生
徒
は
、日
没
後
は
真
っ
暗

に
な
る
通
学
路
を
通
っ
て
帰
宅
を
し

て
い
る
。
早
急
に
こ
の
通
学
路
に
街

路
灯
を
整
備
す
る
計
画
を
作
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

■
教
育
長　

通
学
路
の
安
全
点
検

は
、通
学
路
を
指
定
す
る
学
校
長
が

適
宜
点
検
し
、危
険
箇
所
等
を
把
握

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
通
学

路
の
防
犯
灯
は
、学
校
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ

等
の
要
望
が
あ
れ
ば
調
査
し
、必
要

な
箇
所
は
道
路
管
理
者
等
へ
の
要
望

を
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

道
路
管
理
者
で
あ
る
市
長

は
要
望
が
あ
れ
ば
設
置
を
す
る
の
か
。

■
市
長　

街
路
灯
は
、交
通
安
全
の

た
め
の
施
設
整
備
の
観
点
か
ら
設

置
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、道
路
照

明
と
し
て
必
要
な
も
の
を
、道
路
幅

員
、交
通
量
、設
置
す
る
場
所
等
を

勘
案
し
、
要
望
に
対
し
、
必
要
性
を

検
討
し
て
年
次
的
に
設
置
し
て
い

る
。
よ
っ
て
、通
学
路
の
安
全
の
た

め
の
街
路
灯
の
計
画
を
作
成
す
る
こ

と
は
、困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　

今
ま
で
あ
る
防
犯
灯
又
は

街
路
灯
と
は
別
の
新
た
な
施
策
と
し

て
、
す
る
の
か
し
な
い
の
か
。

■
市
長　

防
犯
灯
は
防
犯
灯
、街
路

灯
は
街
路
灯
と
い
う
こ
と
で
、設
置

を
考
え
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
保
育
園
問
題
に
つ
い
て

○
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

少
子
化
対
策
前
進
の
米
子
市

を
目
指
し
て
（
子
育
て
割
引

に
つ
い
て
）

笠か
さ

谷や

悦え
つ

子こ

議
員（    　
）

公
明
党

議
員
団

■
議
員　

子
育
て
中
の
家
庭
の
負
担

を
軽
減
し
、社
会
全
体
で
子
育
て
を

応
援
し
よ
う
と
、自
治
体
が
企
業
や

店
舗
な
ど
の
参
加
を
募
っ
て
、買
い

物
や
施
設
を
利
用
す
る
際
、料
金
の

割
引
を
は
じ
め
、様
々
な
特
典
を
受

け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
自

治
体
が
増
え
て
き
て
い
る
。
隣
の
島

根
県
で
も
既
に
「
し
ま
ね
子
育
て
応

援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業（
こ
っ
こ
ろ
）」

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
米
子
市
で

も
県
内
で
率
先
し
て
「
子
育
て
応
援

プ
ラ
ン
」の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん

で
み
て
は
ど
う
か
。
市
長
は
「
子
育

て
割
引
」サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

■
市
長　

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、自
治
体
に

登
録
し
た
企
業
や
店
舗
等
で
買
い
物

を
す
る
際
、料
金
の
割
引
を
す
る
制

度
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
九

州
の
北
部
の
自
治
体
で
は
、料
金
割

引
サ
ー
ビ
ス
を
５
県
連
携
で
行
う
な

ど
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
県
レ
ベ
ル
で

の
取
組
で
あ
る
。
で
き
る
限
り
広
範

囲
で
実
施
し
た
方
が
効
果
的
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、鳥
取
県

に
お
い
て
も
、他
府
県
の
状
況
を
分

析
中
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
の
で
、

県
の
動
向
を
含
め
、市
レ
ベ
ル
で
の

対
応
が
適
当
か
ど
う
か
研
究
し
て
み

た
い
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

い 

て

■
議
員　

庁
舎
内
で「
癒い

や

し
の
音
楽
」

を
流
す
こ
と
に
よ
る
効
果
は
、様
々

な
も
の
が
あ
る
と
の
答
弁
を
い
た
だ

い
た
が
、放
送
設
備
や
予
算
の
問
題

か
ら
か
、
い
ま
だ
に
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。
効
果
が
あ
る
も
の
な
ら
、早

期
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う

が
い
か
が
か
。

■
市
長　
「
癒い

や

し
の
音
楽
」を
流
す
こ

と
の
効
果
は
、市
民
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
雰
囲
気
の
中
で
用
事
を
さ
れ
た

り
、職
員
も
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
を

解
消
し
、効
率
的
に
仕
事
が
で
き
る

な
ど
、様
々
な
も
の
が
あ
る
と
の
認

識
は
変
わ
り
は
な
い
。
市
庁
舎
の
放

送
設
備
は
か
な
り
旧
式
で
、操
作
に

苦
慮
し
た
が
、近
々
、曲
名
、音
量
、
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時
間
帯
等
を
試
行
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
み
た
い
。

■
議
員　

行
政
は
最
大
の
サ
ー
ビ

ス
産
業
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
ち
、

サ
ー
ビ
ス
業
の
基
本
で
あ
る
「
あ
い

さ
つ
」の
徹
底
を
実
践
す
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

■
市
長　

現
在
実
施
し
て
い
る
接
遇

研
修
で
も
、
民
間
の
講
師
に
よ
り
、

実
践
的
、具
体
的
な
研
修
を
行
っ
て

お
り
、特
に
窓
口
に
お
け
る
あ
い
さ

つ
の
大
切
さ
は
、再
三
指
導
し
て
き

て
い
る
が
、不
十
分
な
部
分
も
あ
る
。

今
後
も
、接
遇
研
修
の
充
実
を
図
り
、

あ
い
さ
つ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
を
徹
底
し
て

い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
整
備
事
業
に
つ
い
て

交
流
人
口
の
増
大
が
地
域
経

済
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て

野の

坂ざ
か

道み
ち

明あ
き

議
員（
新
風
）

■
議
員　

今
や
全
世
界
の
直
接
旅
行

費
は
24
兆
円
と
も
言
わ
れ
、今
秋
、

国
会
に
お
い
て
、観
光
立
国
基
本
法

が
制
定
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
に
よ
る
地
域
経

済
へ
の
波
及
効
果
は
、大
変
大
き
い

も
の
が
あ
る
。
私
は
、
こ
の
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
更
に
進
化
発

展
さ
せ
、ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、音
楽
等
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ
ン
ト
を
米
子

に
誘
致
し
、人
、物
、金
、情
報
を
す

べ
て
取
り
込
む
、交
流
人
口
の
増
大

化
を
図
る
こ
と
に
力
を
入
れ
る
べ
き

だ
と
考
え
る
。
交
流
人
口
が
増
大
す

る
こ
と
は
、地
域
間
の
相
互
理
解
を

深
め
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、企
業

誘
致
が
促
進
さ
れ
た
り
、様
々
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。
人
員
と
機
構
改

革
も
含
め
て
考
え
を
伺
う
。

■
市
長　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
や
イ
ベ

ン
ト
の
誘
致
は
、大
き
な
経
済
波
及

効
果
を
持
っ
て
い
る
。
本
市
は
、㈶

と
っ
と
り
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
が
、本
市
へ
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
誘
致
の
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
を

し
て
お
り
、応
分
の
負
担
も
行
っ
て

い
る
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、開
催
支

援
組
織
と
し
て
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

サ
ポ
ー
ト
事
業
共
同
組
合
の
設
置
な

ど
の
努
力
を
重
ね
て
い
る
。
今
後
も

県
、ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
協
力
し
、誘
致

に
努
め
て
い
き
た
い
。

加
茂
中
学
校
耐
震
調
査
に
つ

い
て

■
議
員　

加
茂
中
学
校
の
校
舎
の
耐

震
診
断
業
務
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

耐
震
診
断
を
行
い
、耐
震
補
強
工
事

を
行
っ
て
も
、耐
用
年
数
が
延
び
る

わ
け
で
は
な
い
。加
茂
中
学
校
は
、都

市
計
画
道
路
に
か
か
っ
て
お
り
、耐

震
診
断
を
行
う
意
味
が
あ
る
の
か
疑

問
に
思
う
。
耐
震
診
断
を
行
う
の
で

は
な
く
、移
転
建
替
え
を
視
野
に
入

れ
、耐
力
度
測
定（
公
立
学
校
施
設
に

お
い
て
の
構
造
耐
力
、経
年
に
よ
る

耐
力
低
下
、立
地
条
件
に
よ
る
影
響

の
３
項
目
を
総
合
的
に
調
査
し
、建

物
の
老
朽
化
を
評
価
す
る
も
の
）を

実
施
し
、中
断
し
て
い
る
計
画
道
路

の
開
通
を
一
日
で
も
早
く
行
う
こ
と

が
、米
子
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
が
い
か
が
か
。

■
市
長　

加
茂
中
学
校
の
移
転
は
、

移
転
に
係
る
事
業
費
が
財
政
状
況
に

及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
た
め
、事
業

を
休
止
し
て
い
る
。
学
校
は
、生
徒

が
一
日
の
大
半
を
過
ご
す
学
習
・
生

活
の
場
で
あ
る
の
で
、「
建
築
物
の
耐

震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」に

基
づ
い
て
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
、耐
震
改
修
工
事
が
必
要
と

な
れ
ば
、休
止
し
て
い
る
加
茂
中
学

校
移
転
の
時
期
を
見
定
め
な
が
ら
、

検
討
し
た
い
。
な
お
、耐
力
度
測
定

を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
こ

と
だ
が
、耐
震
診
断
の
結
果
も
踏
ま

え
て
検
討
し
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
に…

　

つ
い
て

○
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

自
然
再
生
推
進
法
に
つ
い
て

中な
か

川が
わ

健け
ん

作さ
く

議
員（
未
来
）

■
議
員　

過
去
の
社
会
経
済
活
動
等

に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
た
生
態
系
そ
の

他
の
自
然
環
境
を
取
り
戻
す
こ
と
を

目
的
に
、02
年
12
月
に
自
然
再
生
推

進
法
が
制
定
さ
れ
た
。こ
の
法
律
は
、

干
拓
・
淡
水
化
事
業
に
よ
っ
て
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
中
海
の
自

然
環
境
や
生
態
系
を
取
り
戻
す
た
め

に
、
う
っ
て
つ
け
の
法
律
で
あ
る
。

そ
こ
で
、以
下
伺
う
。

　

⑴
中
海
再
生
の
た
め
に
は
、
ど
の

よ
う
な
施
策
が
必
要
と
考
え
て
い
る

の
か
。

　

⑵
現
在
、米
子
湾
の
自
然
再
生
を

目
指
し
て
、
地
域
住
民
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

大
学
な
ど
の
研
究
者
、企
業
、県
や

国
な
ど
が
参
加
し
て
、自
然
再
生
協

議
会
の
立
ち
上
げ
に
向
け
た
取
組
が

行
わ
れ
て
い
る
。
本
市
も
積
極
的
に

関
わ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■
市
長　

⑴
中
海
再
生
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
、「
第
４
期
中
海
湖

沼
水
質
保
全
計
画
」に
基
づ
き
、
中

海
の
水
質
浄
化
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
が
、行
政
の
み
で
は
実

現
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、地
域
住

民
、関
係
行
政
機
関
等
の
連
携
や
協

力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

⑵
本
年
４
月
に
民
間
主
導
に
よ
る

自
然
再
生
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、

自
然
再
生
協
議
会
の
設
立
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、今
後
、国
土
交
通

省
、県
な
ど
関
係
機
関
の
動
向
を
見

守
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

島
根
原
発
耐
震
安
全
性
に
つ

い
て

■
議
員　

今
年
５
月
５
日
、島
根
原

発
の
す
ぐ
近
く
で
、中
国
電
力
が
活

断
層
は
延
長
し
て
い
な
い
と
言
い

切
っ
て
い
た
場
所
か
ら
、新
た
に
活

断
層
が
見
つ
か
っ
た
。
調
査
を
し
た

大
学
教
授
は
、島
根
原
発
の
耐
震
上

考
慮
す
べ
き
活
断
層
の
長
さ
は
、少

な
く
と
も
18
㌖
で
あ
る
と
発
表
し
て

い
る
。市
民
の
不
安
の
声
を
受
け
て
、

米
子
市
は
98
年
10
月
６
日
に
、中
国

電
力
な
ど
に
対
し
て
、宍
道
断
層
の

全
域
調
査
を
行
う
よ
う
に
申
し
入
れ

を
し
た
が
、中
国
電
力
は
全
域
調
査

を
行
わ
ず
、「
断
層
の
長
さ
は
８
㌖
で

安
全
で
あ
る
」と
い
う
結
論
を
出
し
、

国
も
こ
れ
を
承
認
し
た
。
米
子
市
の
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全
域
調
査
の
申
し
入
れ
を
無
視
し
た

こ
と
の
間
違
い
が
こ
の
た
び
明
ら
か

に
な
っ
た
の
で
あ
り
、中
国
電
力
や

国
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。
中
国
電

力
は
、こ
の
夏
か
ら
１
年
半
か
け
て
、

島
根
原
発
周
辺
の
地
質
調
査
を
行

い
、耐
震
安
全
性
を
評
価
す
る
と
発

表
し
て
い
る
が
、
こ
の
機
会
に
活
断

層
の
徹
底
的
な
調
査
と
耐
震
安
全
性

の
検
証
を
、改
め
て
中
国
電
力
や
国

に
申
し
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
市
長　

市
民
の
不
安
軽
減
を
図
る

上
で
も
、
中
国
電
力
に
対
し
、
国
の

「
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
耐

震
設
計
審
査
指
針
」の
改
訂
原
案
に

照
ら
し
た
地
質
調
査
と
耐
震
安
全
性

の
評
価
を
徹
底
的
に
実
施
さ
れ
る
よ

う
申
し
入
れ
を
行
い
た
い
。

市
街
化
区
域
・
市
街
化
調
整

区
域
の
線
引
き
及
び
区
域
区

分
に
つ
い
て

尾お

沢ざ
わ

三み
つ

夫お

議
員（
新
政
会
）

■
議
員　

現
在
、都
市
計
画
で
市
街

化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
と
の
線

引
き
を
行
っ
て
い
る
区
域
が
あ
る
。

こ
の
場
合
、市
街
化
調
整
区
域
に
お

い
て
は
土
地
利
用
の
制
限
が
厳
し

く
、建
物
等
が
建
設
で
き
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
近
年
、経
済
が
沈

滞
し
て
い
る
現
状
を
考
え
た
と
き

に
、
こ
の
際
、線
引
き
制
度
を
撤
廃

し
て
、自
由
に
土
地
利
用
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

■
市
長　

線
引
き
制
度
の
目
的
は
、

無
秩
序
な
市
街
化
を
防
止
し
、良
好

な
都
市
形
成
を
行
う
た
め
に
、優
先

的
か
つ
計
画
的
に
市
街
化
す
べ
き
区

域
と
、当
面
市
街
化
を
抑
制
す
べ
き

区
域
と
に
分
け
て
、段
階
的
な
市
街

化
を
図
る
も
の
で
、
本
市
で
は
、
昭

和
46
年
に
佐
陀
川
以
西
の
地
域
に

つ
い
て
導
入
し
て
い
る
。
無
秩
序
な

市
街
化
の
拡
散
を
放
置
す
る
と
、道

路
や
下
水
道
も
整
備
さ
れ
な
い
ま

ま
、
あ
ち
こ
ち
に
家
が
建
ち
並
ん
で

い
く
こ
と
に
な
り
、質
の
低
い
市
街

地
が
虫
食
い
状
に
広
が
っ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、優
良

な
農
地
や
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
も

で
き
な
く
な
り
、
結
果
的
に
、
散
漫

な
市
街
地
に
道
路
な
ど
の
公
共
施
設

の
後
追
い
整
備
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
線
引
き
制
度

は
、無
秩
序
な
市
街
地
の
拡
散
を
防

止
し
、自
然
環
境
や
農
林
業
な
ど
と

の
調
和
の
と
れ
た
市
街
地
の
健
全
な

発
展
に
貢
献
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
本
市
に
お
い
て
は
、
今
後
も
必

要
な
制
度
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　

線
引
き
制
度
が
必
要
と
の

こ
と
だ
が
、伯
仙
地
区
は
都
市
計
画

区
域
外
で
あ
り
、淀
江
地
区
は
非
線

引
き
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
こ
と
は
、

同
一
行
政
区
域
の
中
で
、土
地
利
用

及
び
建
築
規
制
な
ど
が
異
な
っ
て
い

る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

■
市
長　

同
一
行
政
区
域
内
に
、土

地
利
用
計
画
上
の
取
扱
い
が
異
な
る

地
区
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
は
、地

域
間
で
の
不
公
平
と
い
う
よ
り
は
む

し
ろ
、市
全
体
の
一
体
的
か
つ
計
画

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
上
で

好
ま
し
い
状
況
で
は
な
い
と
考
え
る
。

■
議
員　

県
内
の
市
町
村
の
線
引
き

導
入
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

■
市
長　

米
子
市
、境
港
市
、日
吉

津
村
で
構
成
さ
れ
る
米
子
境
港
都
市

計
画
区
域
以
外
で
は
、鳥
取
市
で
導

入
さ
れ
て
い
る
。

■
議
員　

県
外
で
線
引
き
を
撤
廃
し

た
自
治
体
が
あ
る
の
か
。

■
市
長　

和
歌
山
県
や
宮
崎
県
な
ど

の
自
治
体
で
撤
廃
し
た
例
が
あ
る
と

承
知
し
て
い
る
。

■
議
員　

や
は
り
、本
市
の
活
性
化

を
考
え
る
な
ら
ば
、線
引
き
撤
廃
と

い
っ
た
思
い
切
っ
た
施
策
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
の
で
、
ぜ
ひ
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

お
年
寄
り
の
負
担
増
を
許
さ

な
い
取
組
を

岡お
か

村む
ら

英え
い

治じ

議
員（    　

  

）

日
本
共
産
党

米
子
市
議
会

議

員

団

■
議
員　

老
年
者
控
除
の
廃
止
、公

的
年
金
控
除
及
び
定
率
減
税
の
縮
小

な
ど
の
今
回
の
税
制
改
悪
に
よ
る
高

齢
者
へ
の
影
響
額
及
び
非
課
税
か
ら

課
税
対
象
に
な
っ
た
人
数
を
伺
う
。

■
市
長　

65
歳
以
上
の
納
税
者
を
み

る
と
、税
額
で
７
８
８
０
万
円
の
増

加
で
あ
り
、今
年
度
か
ら
課
税
対
象

に
な
っ
た
人
は
３
９
５
０
人
で
あ
る
。

■
議
員　
「
非
課
税
措
置
」の
廃
止
に

よ
り
、
ど
う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
の
か
。

■
市
長　

軽
度
生
活
援
助
事
業
な
ど

の
高
齢
者
福
祉
関
係
が
11
事
業
で
、

延
べ
約
７
８
０
人
、
老
人
医
療
な

ど
の
保
険
事
業
関
係
が
６
事
業
で
、

延
べ
約
２
２
０
０
人
、
基
本
検
診

な
ど
の
老
人
保
健
関
係
で
、延
べ
約

２
万
６
４
０
０
人
、市
営
住
宅
関
係

で
４
世
帯
に
影
響
が
あ
る
。

■
議
員　

高
齢
者
の
生
存
権
を
脅
か

す
今
回
の
負
担
増
を
ど
う
認
識
し
て

い
る
の
か
。
見
直
し
や
凍
結
を
政
府

に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

■
市
長　

裕
福
な
高
齢
者
と
そ
う
で

な
い
高
齢
者
と
の
間
や
、高
齢
者
と

現
役
世
代
と
の
間
で
不
公
平
が
生
じ

て
お
り
、年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
能
力

に
応
じ
て
公
平
に
負
担
を
分
か
ち
合

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
か

ら
、
こ
の
た
び
の
税
制
改
正
が
な
さ

れ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、見
直
し

や
凍
結
を
政
府
に
要
望
す
る
考
え
は

な
い
。

高
齢
者
無
料
パ
ス
券
の
復
活

を■
議
員　

今
年
度
か
ら
、高
齢
者
が

社
会
参
加
を
図
る
上
で
大
変
好
評

だ
っ
た
「
バ
ス
の
初
乗
り
運
賃
無
料

パ
ス
券
」が
打
ち
切
ら
れ
た
。
96
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
「
高
齢
者
敬

老
乗
車
券
交
付
事
業
」は
当
初
、70

歳
以
上
の
す
べ
て
の
高
齢
者
を
対
象

に
24
枚
つ
づ
り
の
ク
ー
ポ
ン
券
を

交
付
し
て
い
た
が
、00
年
度
か
ら
は

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
高
齢
者
を
対

象
に
し
た
パ
ス
カ
ー
ド
の
交
付
に
切

り
替
え
ら
れ
、昨
年
度
ま
で
続
け
ら

れ
た
。
な
ぜ
突
然
に
打
ち
切
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
。

■
市
長　

こ
の
制
度
は
、高
齢
者
の

社
会
参
加
の
促
進
と
高
齢
者
福
祉
を

増
進
す
る
た
め
、平
成
８
年
度
に
創

設
さ
れ
、70
歳
以
上
の
高
齢
者
に
利

用
い
た
だ
い
た
が
、事
務
事
業
の
見

直
し
の
中
で
、路
線
バ
ス
の
利
用
者
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に
限
定
さ
れ
、不
公
平
感
が
強
い
と

の
こ
と
か
ら
、本
年
３
月
末
を
も
っ

て
廃
止
し
た
。な
お
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

の
福
祉
有
償
運
送
へ
の
参
入
を
促
進

す
る
こ
と
で
、高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
移
動
困
難
者
に
対
す
る
移
送
サ
ー

ビ
ス
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

不
公
平
感
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
、
も
っ
と
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ

せ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

■
市
長　

事
務
事
業
評
価
の
中
で
検

討
し
た
結
果
、不
公
平
感
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、廃
止
す

る
こ
と
に
し
た
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
税
金
の
む
だ
遣
い
中
止
を

○
郵
便
局
集
配
局
廃
止
に
反
対
を

中
学
校
の
完
全
給
食
の
実
施

を 松ま
つ

本も
と

松ま
つ

子こ

議
員（    　

  

）

日
本
共
産
党

米
子
市
議
会

議

員

団

■
議
員　

給
食
を
実
施
す
る
こ
と
は
、

子
ど
も
の
権
利
を
保
障
し
、学
校
の

抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
上
で
大
切

で
あ
る
。
市
政
上
、教
育
行
政
上
、優

先
さ
せ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。
早
期

実
現
の
重
要
性
を
主
張
し
、伺
う
。

■
市
長　

行
政
改
革
の
実
施
に
よ
る

財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、検
討

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

■
議
員　

給
食
の
原
点
は
、憲
法
で

保
障
さ
れ
て
い
る
発
達
権
、生
存
権
、

教
育
権
に
つ
な
が
る
。
実
施
し
な
い

こ
と
は
、子
ど
も
の
権
利
を
な
い
が

し
ろ
に
す
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。

■
市
長　

市
財
政
全
体
の
基
盤
の
確

立
を
図
る
た
め
、行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
進
ち
ょ
く
状

況
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

■
教
育
長　

市
長
と
同
じ
で
あ
る
。

■
議
員　

学
校
給
食
法
の
改
正
で
中

学
校
を
含
む
義
務
教
育
諸
学
校
に
適

用
範
囲
を
拡
大
し
た
の
は
、青
年
前

期
の
生
徒
に
対
し
、適
切
な
給
食
を

実
施
し
、義
務
教
育
の
完
成
、食
生

活
の
改
善
に
寄
与
す
る
等
の
た
め
で

あ
る
。
中
学
校
給
食
は
、市
の
任
務

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

■
市
長　

財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指

し
て
行
財
政
改
革
を
進
め
て
お
り
、

そ
の
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

■
教
育
長　

平
成
６
年
に
米
子
市
立

中
学
校
給
食
検
討
委
員
会
か
ら
の
報

告
を
受
け
て
、調
査
研
究
を
し
て
い

る
が
、市
長
と
同
じ
考
え
で
あ
る
。

乳
幼
児
健
診
に
つ
い
て
（
19

年
度
以
降
も
淀
江
で
実
施

を
）

■
議
員　

淀
江
で
行
っ
て
き
た
乳

幼
児
健
診
は
、19
年
度
か
ら
ふ
れ
あ

い
の
里
で
行
う
こ
と
に
合
併
協
議

で
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、淀
江
地
域

の
子
育
て
中
の
方
た
ち
の
「
遠
く
て

大
変
だ
。
淀
江
で
受
け
さ
せ
て
欲
し

い
」と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
聞
い
て

い
る
。子
育
て
支
援
と
い
う
の
な
ら
、

要
望
に
そ
っ
た
支
援
を
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

■
市
長　

淀
江
支
所
で
の
乳
幼
児
健

診
は
、現
在
鳥
取
大
学
医
学
部
小
児

科
・
脳
神
経
小
児
科
の
医
師
の
協
力

に
よ
り
実
施
し
て
い
る
が
、全
国
的

な
小
児
科
医
師
不
足
の
傾
向
の
中
、

乳
幼
児
健
診
に
お
け
る
小
児
科
医
師

の
確
保
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
、ふ
れ
あ
い
の
里
、

淀
江
支
所
で
の
分
散
実
施
は
今
後
困

難
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、乳
幼

児
健
診
の
統
合
は
早
晩
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

■
議
員　

合
併
に
お
け
る
不
都
合
を

一
番
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

乳
幼
児
が
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
市

の
次
世
代
育
成
計
画
を
見
る
と
、市

内
に
は
小
児
科
の
医
療
機
関
が
60
施

設
も
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
３
市
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
。
今
後
も
医
師

の
確
保
に
努
め
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
努
力
を
行
う
の
か
。

■
市
長　

今
後
も
、西
部
医
師
会
及

び
鳥
取
大
学
医
学
部
に
対
し
、協
力
、

支
援
の
要
請
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
介
護
保
険
に
つ
い
て

〇
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

○
公
園
管
理
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
第
34
条
第
８
号
の
３
・
４

の
現
在
の
検
討
状
況
と
県
及
び
周
辺

市
町
村
と
の
調
整
状
況
に
つ
い
て

渡わ
た

辺な
べ

穣じ
ょ
う

爾じ

議
員（
新
風
）

■
議
員　

都
市
計
画
法
第
34
条
第
８

号
３
及
び
４
の
規
定
に
基
づ
い
て
区

域
、建
築
物
の
用
途
を
条
例
で
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、許
可
が
可
能
と
な

り
、開
発
行
為
が
拡
大
で
き
る
条
例

化
の
現
在
の
検
討
状
況
と
、県
及
び

周
辺
市
町
村
と
の
調
整
状
況
が
、昨

年
６
月
の
定
例
議
会
以
降
１
年
を
経

過
し
た
現
在
、
い
か
に
進
ん
で
い
る

の
か
。

■
市
長　

市
街
化
調
整
区
域
内
の
土

地
利
用
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
、
庁

内
関
係
課
で
組
織
す
る
「
土
地
利
用

調
査
検
討
委
員
会
」に
お
い
て
検
討

を
行
っ
て
お
り
、引
き
続
き
規
制
緩

和
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、県
及

び
周
辺
市
町
村
と
の
調
整
状
況
は
、

本
年
度
か
ら
、県
と
米
子
市
、境
港

市
及
び
日
吉
津
村
の
担
当
者
で
土
地

利
用
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
い
、

市
街
化
調
整
区
域
で
の
開
発
行
為
の

取
扱
い
等
に
つ
い
て
調
整
・
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

■
議
員　

都
市
計
画
法
第
34
条
の
変

更
で
、開
発
許
可
基
準
が
な
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、大
規
模
な
開
発

が
今
後
で
き
な
く
な
っ
た
と
理
解
し

て
い
い
の
か
。

■
建
設
部
長　

市
街
化
調
整
区
域
に

お
け
る
大
規
模
開
発
は
、原
則
不
可

と
な
る
が
、地
区
計
画
を
定
め
た
場

合
、同
計
画
に
適
合
す
る
も
の
は
許

可
の
対
象
と
な
る
。
大
規
模
集
客
施

設
は
、許
可
の
対
象
と
な
ら
な
い
。

団
塊
の
世
代
が
60
歳
に
到
達

し
始
め
る
こ
と
を
踏
ま
え
た

市
長
の
施
策
に
つ
い
て

■
議
員　

本
市
で
も
、
い
わ
ゆ
る
団

塊
の
世
代
が
人
口
の
ピ
ー
ク
を
形
成

し
て
お
り
、団
塊
の
世
代
の
方
か
ら

定
年
後
の
暮
ら
し
へ
の
不
安
や
、市

が
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い
る

の
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
不
満
を

耳
に
す
る
。市
長
は
、本
市
に
お
け
る

課
題
や
問
題
点
を
ど
の
よ
う
に
認
識

さ
れ
、
そ
れ
を
総
合
計
画
の
基
本
計

画
等
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
方
策
と

し
て
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

■
市
長　

07
年
は
い
わ
ゆ
る
団
塊
の

世
代
の
定
年
退
職
が
始
ま
る
年
で
あ

り
、職
域
か
ら
地
域
へ
と
日
常
生
活

の
拠
点
が
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
、退

職
後
の
継
続
的
な
雇
用
の
場
の
確
保

や
、蓄
積
さ
れ
て
き
た
知
識
や
経
験



（13） 平成18年９月1日 第６号（季刊）

を
い
か
し
て
地
域
社
会
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
、保
健
対
策
や
生
涯

学
習
の
充
実
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る

分
野
で
の
問
題
点
や
課
題
を
認
識
し

て
い
る
。
総
合
計
画
で
は
、07
年
問

題
の
対
象
者
に
限
定
は
し
て
い
な
い

が
、継
続
雇
用
制
度
及
び
健
康
づ
く

り
意
識
の
普
及
・
促
進
、人
生
大
学
・

公
民
館
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
多
様

な
学
習
機
会
の
提
供
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。

■
議
員　

市
役
所
で
は
、向
こ
う
５

年
間
で
１
１
０
名
が
退
職
さ
れ
る
が
、

知
識
や
経
験
の
継
承
の
方
策
を
伺
う
。

■
市
長　

特
に
割
合
が
多
い
と
は
言

え
な
い
た
め
、影
響
は
な
い
。

高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

中な
か

田だ

利と
し

幸ゆ
き

議
員（
新
風
）

■
議
員　

17
年
度
の
高
齢
化
率
が

21
・
７
㌫
と
な
っ
た
本
市
は
、「
超
高

齢
社
会
」へ
突
入
し
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ

う
な
高
齢
社
会
の
状
況
に
達
し
て
い

る
米
子
市
と
し
て
、今
後
の
高
齢
施

策
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
ど
の
よ

う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
地
域
ケ

ア
体
制
を
考
え
て
い
る
の
か
。

■
市
長　

市
内
11
の
生
活
圏
域
ご
と

に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、連
携
を
図
る
場
を
設
け
る
な
ど
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
に
努
め

て
い
る
。
引
き
続
き
、障
害
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
人
が
人
と
し
て
、

そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
・
発
展
に

努
め
、地
域
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て

地
域
ケ
ア
体
制
を
確
立
し
た
い
。

■
議
員　

独
居
高
齢
者
へ
の
支
援
体

制
に
、
ど
の
よ
う
な
不
十
分
さ
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

■
市
長　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

地
域
の
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
状
況

で
生
活
し
て
お
ら
れ
る
の
か
を
把
握

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
、
対
象
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
民

生
児
童
委
員
に
協
力
を
依
頼
し
、心

身
の
状
況
や
家
族
の
状
況
等
の
把
握

に
努
め
て
き
た
が
、個
人
情
報
保
護

の
問
題
も
あ
り
、
す
べ
て
の
高
齢
者

の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

「
ま
ち
づ
く
り
３
法
」見
直
し

に
伴
う
施
策
の
進
め
方
に
つ

い
て

■
議
員　
「
ま
ち
づ
く
り
３
法
」の
見

直
し
に
つ
い
て
、改
正
前
と
の
相
違

点
を
伺
う
。

■
市
長　

今
回
の
改
正
で
は
、①
新

た
に
公
共
公
益
機
能
、業
務
機
能
、

商
業
機
能
等
の
多
様
な
都
市
機
能
を

中
心
市
街
地
に
集
約
す
る
こ
と
②
街

の
活
力
の
源
泉
で
あ
る
居
住
人
口
を

増
加
さ
せ
る
措
置―

が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

■
議
員　

米
子
市
の
「
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
」策
定
作
業
に
お

け
る
変
更
点
と
今
後
の
手
順
を
伺
う
。

■
市
長　

８
月
に
中
心
市
街
地
活
性

化
に
関
す
る
国
の
基
本
方
針
案
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、新
た

な
計
画
は
、従
来
の
計
画
の
延
長
線

上
で
改
正
を
行
う
の
で
は
な
く
、今

回
改
正
さ
れ
た
中
心
市
街
地
活
性
化

法
の
理
念
を
意
識
し
な
が
ら
、策
定

作
業
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

■
議
員　

中
心
市
街
地
と
そ
の
他
の

地
域
で
、現
在
の
依
然
拡
散
傾
向
の

都
市
機
能
と
都
市
構
造
上
の
問
題
を

ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

■
市
長　

近
年
の
広
域
的
な
都
市
機

能
の
拡
散
傾
向
は
好
ま
し
い
も
の
で

は
な
く
、今
回
の
ま
ち
づ
く
り
３
法

の
改
正
の
目
的
で
も
あ
る
拡
散
型
の

都
市
構
造
が
進
ま
な
い
よ
う
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
は
、本
市
の
効
率
的

な
都
市
経
営
の
観
点
か
ら
し
て
も
有

効
で
あ
る
。

Ｓ
Ｃ
鳥
取
へ
の
支
援
に
つ
い

て 松ま
つ

田だ　

正た
だ
し

議
員（
新
風
）

■
議
員　

先
般
、鳥
取
市
が
「
Ｓ
Ｃ

鳥
取
」を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
支

援
す
る
と
発
表
さ
れ
た
。
鳥
取
市
営

バ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
を
有
す
る
鳥
取

市
は
本
気
で
あ
る
。
具
体
的
な
動
き

と
し
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
専

用
ペ
ー
ジ
の
設
置
、市
庁
舎
内
に
告

知
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、鳥
取
市
長
自

ら
が
応
援
団
長
を
務
め
る
市
職
員
応

援
団
の
結
成
な
ど
積
極
的
な
運
動
を

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、市
長
の「
Ｓ

Ｃ
鳥
取
」の
価
値
に
対
す
る
見
解
と

今
後
の
支
援
策
を
伺
う
。

■
市
長　

Ｓ
Ｃ
鳥
取
の
活
動
は
、

サ
ッ
カ
ー
を
愛
す
る
人
た
ち
だ
け
で

な
く
、市
民
、県
民
に
夢
と
希
望
を

与
え
る
と
と
も
に
、地
域
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

存
在
は
地
域
の
財
産
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

す
る
な
ど
の
今
後
の
支
援
策
に
つ
い

て
は
、検
討
し
て
み
た
い
。

■
議
員　

現
在
週
１
回
特
例
許
可
さ

れ
て
い
る
「
Ｓ
Ｃ
鳥
取
」へ
の
東
山

球
技
場
で
の
練
習
使
用
の
回
数
を
増

や
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

■
市
長　

東
山
球
技
場
の
ピ
ッ
チ

は
、構
造
的
に
芝
の
根
張
り
が
弱
い

た
め
、使
用
頻
度
が
上
が
り
芝
が
損

傷
す
る
と
、
そ
の
復
旧
に
時
間
を
要

す
る
。
よ
っ
て
、当
面
は
、週
１
回
の

使
用
で
芝
の
損
傷
状
況
を
見
な
が

ら
、今
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
に
改
め
て

検
討
し
た
い
。

米
子
市
の
少
子
化
対
策
に
つ

い
て

■
議
員　

子
ど
も
を
つ
く
ら
な
い
・

つ
く
れ
な
い
の
は
、将
来
へ
の
漠
然

と
し
た
不
安
が
あ
る
か
ら
だ
と
考
え

て
い
る
。そ
こ
で
、金
銭
的
支
援
、防

犯
対
策
を
速
や
か
に
展
開
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、本
市
の
少
子
化

対
策
を
伺
う
。

■
市
長　

児
童
手
当
は
、
第
１
子
・

２
子
が
１
月
５
０
０
０
円
、第
３
子

以
降
が
１
月
１
万
円
を
支
給
し
て
い

る
が
、今
年
の
４
月
か
ら
所
得
要
件

の
緩
和
と
、支
給
対
象
範
囲
が
小
学

校
３
年
ま
で
か
ら
小
学
校
６
年
ま
で

に
拡
大
さ
れ
た
。
保
育
料
は
、第
３

子
以
降
を
３
分
の
１
に
減
額
し
て
い

る
ほ
か
、国
の
示
す
基
準
よ
り
全
体

で
平
均
約
23
㌫
軽
減
し
て
い
る
。

■
教
育
長　

学
校
に
お
い
て
は
、昨

年
度
か
ら
侵
入
者
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
を
全
校
で
実
施
す
る
と
と
も
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■
議
員　
「
よ
な
ご
っ
こ
未
来
応
援

プ
ラ
ン
」で
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
子
育
て
支
援
の
核
と
位
置
付
け
、

保
育
所
、幼
稚
園
、健
康
対
策
課
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
等
と
の
連
携
を
十

分
に
図
り
、家
庭
に
引
き
こ
も
る
子

育
て
家
庭
が
な
い
よ
う
、地
域
の
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。そ
こ
で
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
以
下
伺
う
。

　

⑴
現
状

　

⑵
Ｐ
Ｒ
活
動

　

⑶
子
育
て
関
係
機
関
と
の
連
携

■
市
長　

⑴
地
域
に
お
け
る
子
育
て

支
援
の
推
進
を
図
る
た
め
、市
内
５

か
所
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、主
に
家
庭
で
子
育
て
さ
れ
て

い
る
保
護
者
を
対
象
と
し
て
、子
育

て
の
悩
み
・
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談

や
各
地
域
に
あ
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

⑵
子
ど
も
を
出
産
さ
れ
た
家
庭
に

対
し
、
出
産
２
、３
か
月
後
に
予
防

注
射
の
案
内
を
送
付
し
て
お
り
、
そ

の
際
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
チ

ラ
シ
も
同
封
し
て
い
る
ほ
か
、乳
幼

児
検
診
の
際
、地
域
の
主
任
児
童
委

員
を
通
じ
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

　

⑶
子
育
て
関
連
事
業
の
す
べ
て
に

対
し
、支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
出

向
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ど
の
よ

う
な
事
業
が
い
つ
ど
こ
で
あ
る
の
か

連
携
を
取
り
な
が
ら
、保
護
者
に
周

知
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

■
議
員　

市
長
は
、新
聞
社
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
中
で
、道
州
制
の
導
入
に

つ
い
て
、賛
成
の
立
場
を
と
ら
れ
て

い
た
が
、
そ
の
理
由
を
伺
う
。

■
市
長　

国
及
び
県
の
権
限
と
、
そ

れ
に
見
合
う
財
源
が
市
町
村
に
移
譲

さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
主

的
で
特
色
を
い
か
し
た
行
政
運
営
が

可
能
と
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、県
境
が
な
く
な
れ
ば
、中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
連
携
・
協
力
が

よ
り
行
い
や
す
く
な
る
と
い
う
効
果

も
考
え
て
い
る
。

■
議
員　

道
州
制
の
導
入
は
、
ど
の

よ
う
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

■
市
長　

権
限
、財
源
の
移
譲
が
な

け
れ
ば
、新
し
い
道
州
の
中
で
へ
き

地
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

■
議
員　

道
州
制
の
導
入
に
よ
っ
て
、

従
来
の
県
境
を
越
え
た
広
域
合
併
も

考
え
ら
れ
る
が
い
か
が
か
。

■
市
長　

道
州
制
の
導
入
が
現
実
化

し
て
き
た
段
階
で
、近
隣
の
自
治
体

の
動
向
も
見
極
め
つ
つ
判
断
す
べ
き

で
あ
る
。

■
議
員　

州
都
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

■
市
長　

地
方
制
度
調
査
会
か
ら
の

答
申
の
中
で
、例
示
と
し
て
の
区
域

案
は
示
さ
れ
た
が
、今
後
、国
民
的

議
論
の
中
で
、
ま
ず
は
道
州
制
の
よ

り
具
体
的
な
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き

で
あ
り
、州
都
に
つ
い
て
の
議
論
は

時
期
尚
早
で
あ
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
に
つ
い
て

■
議
員　

今
回
の
選
挙
を
通
じ
て
、

旧
淀
江
町
民
の
不
満
、不
安
を
大
変

強
く
感
じ
た
。
住
民
負
担
は
増
え
、

公
共
施
設
は
使
い
に
く
く
な
る
、合

併
協
議
会
の
中
で
協
議
さ
れ
た
問
題

も
実
現
の
見
通
し
が
立
た
な
い
等
、

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
が
ま
る
で
見
え
て

こ
な
い
と
い
う
認
識
を
多
く
の
住
民

が
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
市
長
は
、合
併
効
果
と
し
て
、

米
子
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、特
例

措
置
の
活
用
、行
財
政
の
効
率
化
を

挙
げ
て
い
る
が
、合
併
を
単
な
る
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に
活
用

し
、
そ
の
結
果
、旧
淀
江
町
民
が
不

満
を
持
ち
、不
安
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
こ
う

し
た
住
民
の
思
い
を
受
け
止
め
る
た

め
に
努
力
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
が

い
か
が
か
。

■
市
長　

合
併
後
の
１
年
４
か
月
の

間
、淀
江
地
区
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
や
行
事
等
に
は
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
時
間
を
割
い
て
出
か
け
る
よ

う
に
し
て
お
り
、多
く
の
淀
江
地
区

の
住
民
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
伺
っ
た
り
、話

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
、

都
合
の
つ
く
限
り
、話
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
米
子
市
淀
江

地
域
審
議
会
」で
も
、
い
ろ
い
ろ
な

情
報
提
供
を
行
い
な
が
ら
、淀
江
地

区
の
住
民
の
不
安
の
解
消
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　

新
し
い
総
合
計
画
の
中

で
、「
関
係
機
関
と
連
携
し
た
地
産
地

消
の
推
進
体
制
を
整
備
す
る
」と
、

ま
た
、施
政
方
針
の
中
で
、「
地
元
で

生
産
し
た
安
全
で
安
心
な
農
産
物
の

使
用
促
進
を
図
る
た
め
、地
産
地
消

推
進
計
画
を
策
定
す
る
」と
明
言
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で

進
め
て
い
く
の
か
。
ま
た
、農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
ど
う
な
の
か
。

■
市
長　

地
産
地
消
の
推
進
は
、地

元
農
産
物
を
消
費
者
へ
直
接
販
売
す

る
「
ふ
れ
あ
い
市
」や
、農
産
物
の
加

工
を
行
う
婦
人
グ
ル
ー
プ
な
ど
に

対
す
る
支
援
を
、
ま
た
、
学
校
給
食

に
お
い
て
、極
力
、地
元
で
取
れ
た

農
産
物
を
使
用
す
る
努
力
を
し
て
き

た
。
今
後
、総
合
計
画
に
掲
げ
て
い

る
施
策
の
推
進
に
向
け
て
、農
協
等

の
農
業
者
団
体
、市
場
関
係
者
、地

内う
ち

田だ

隆た
か
つ
ぐ嗣

議
員（
未
来
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現

状
に
つ
い
て

渡わ
た
な
べ辺
照て

る

夫お

議
員（
新
風
）

道
州
制
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か

淀
江
地
区
住
民
の
不
安
解
消
の

た
め
、住
民
の
声
を
聞
く
必
要

が
あ
る
の
で
は

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
支
援
や

地
産
地
消
は
進
め
ら
れ
て
い
る

か

に
、安
全
確
保
の
た
め
の
教
職
員
の

連
絡
体
制
や
学
校
の
実
態
に
あ
わ
せ

た
非
常
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
整

備
済
み
で
あ
る
。

■
議
員　

犯
罪
の
抑
止
力
の
面
か
ら

見
て
も
非
常
に
効
果
の
高
い
防
犯
カ

メ
ラ
は
、全
小
学
校
に
は
１
台
ず
つ

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
増
設

さ
れ
る
と
と
も
に
、保
育
園
に
も
設

置
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
た
い
。
ま

た
、金
銭
的
支
援
に
お
い
て
も
、
も

う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
米
子
市
独
自
の

具
体
的
支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
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■
議
員　

昨
年
の
６
月
議
会
で
指
摘

し
、18
年
度
予
算
か
ら
一
部
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
れ
が
実
施
さ
れ
た
特

別
会
計
の
処
理（
16
年
度
末
及
び
17

年
度
末
の
繰
上
充
用
金
額
）を
伺
う
。

■
市
長　

16
年
度
末
の
翌
年
度
か
ら

の
繰
上
充
用
金
は
約
50
億
６
５
０
０

万
円
で
あ
り
、17
年
度
末
は
約
63
億

４
７
０
０
万
円
で
あ
る
。

■
議
員　

昨
年
６
月
議
会
で
、繰
上

充
用
金
を
減
ら
す
に
は
、財
務
構
造

の
転
換
が
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い
と

答
弁
さ
れ
た
が
、
こ
の
１
年
間
の
財

務
構
造
の
転
換
状
況
を
伺
う
。

■
市
長　

駅
前
地
下
駐
車
場
特
別
会

計
で
は
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
し

基
準
を
見
直
し
て
、繰
上
充
用
金
を

こ
れ
以
上
増
加
さ
せ
な
い
た
め
の
当

初
予
算
と
し
た
。

■
議
員　

地
方
自
治
法
施
行
令
第

１
６
６
条
の
２
の
解
釈
を
伺
う
。

■
市
長　

会
計
年
度
経
過
後
、歳
入

が
歳
出
に
不
足
す
る
場
合
は
、翌
年

度
の
歳
入
を
繰
り
上
げ
て
、
そ
の
年

度
の
歳
入
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、当
該
会
計

が
事
実
上
赤
字
決
算
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、好
ま
し

い
形
で
は
な
い
が
、自
治
体
の
会
計

処
理
上
や
む
を
得
ず
設
け
ら
れ
た
制

度
で
あ
る
。
今
後
、赤
字
解
消
に
向

け
て
財
務
構
造
の
転
換
を
図
る
た
め

に
、様
々
な
検
討
及
び
取
組
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

■
議
員　

市
有
施
設
の
通
勤
用
自
動

車
の
駐
車
に
つ
い
て
使
用
料
を
徴
収

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、使
用
料
徴
収

の
行
財
政
改
革
効
果
に
ど
の
よ
う
な

期
待
を
し
て
い
る
の
か
。

■
市
長　

今
回
の
取
組
は
、行
政
財

産
の
適
正
な
管
理
及
び
受
益
と
負
担

の
適
正
化
、負
担
の
公
平
性
を
実
現

す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

■
議
員　

市
の
使
用
料
、手
数
料
改

定
の
基
本
的
な
考
え
方
を
伺
う
。

■
市
長　

受
益
者
負
担
の
原
則
、算

定
基
準
の
明
確
化
と
適
正
な
原
価
計

算
、コ
ス
ト
削
減
に
努
め
る
こ
と
で

あ
る
。

■
議
員　

民
間
か
ら
借
り
て
い
る
公

共
施
設
用
地
の
借
地
料
に
つ
い
て
、

本
年
度
契
約
に
当
た
っ
て
ど
の
よ
う

な
姿
勢
で
臨
ま
れ
た
の
か
。

■
市
長　

昨
年
度
か
ら
16
年
度
の

借
地
料
の
５
㌫
減
額
を
お
願
い
し
、

１
０
６
３
万
円
の
減
額
に
応
じ
て
い

た
だ
い
た
が
、
今
年
度
は
、
減
額
に

応
じ
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
地
権
者

に
同
様
の
お
願
い
を
し
て
い
る
。

■
議
員　

契
約
実
態
は
、市
の
算
定

額
及
び
前
年
度
と
比
較
し
て
ど
の
よ

う
な
実
態
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

■
市
長　

今
年
度
の
契
約
額
は
、

現
時
点
で
総
額
２
億
３
４
９
１
万

円
で
あ
り
、
昨
年
度
と
比
較
し
て

４
７
７
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、市
の
算
定
基
準
額
と
の

差
額
は
９
５
７
８
万
円
で
あ
る
。

■
議
員　

山
陰
歴
史
館
、美
術
館
、

図
書
館
の
整
備
計
画
の
位
置
付
け
は
、

現
施
設
の
補
修
、増
改
築
に
よ
る
保

存
と
利
便
性
の
向
上
が
う
た
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
計
画
に
ど
れ
だ
け
の
税

金
投
資
を
さ
れ
る
の
か
。

■
市
長　

基
本
計
画
に
基
づ
く
施
設

整
備
方
針
に
よ
り
、概
算
額
を
精
査

す
る
予
定
に
し
て
い
る
。

■
議
員　

こ
の
施
設
整
備
計
画
は
、

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
「
新
た
な

文
化
の
発
信
拠
点
を
め
ざ
す
」と
い

う
基
本
理
念
と
市
街
地
の
都
市
機
能

の
回
復
を
目
指
す
施
策
の
選
択
と
し

て
の
政
策
評
価
が
明
確
で
は
な
い
。

こ
の
計
画
に
よ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
効
果
が
ど
の
よ
う
な
成
果
と
し
て

あ
ら
わ
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

■
市
長　

施
設
の
機
能
や
利
便
性
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、展
示
学
習

谷た
に
も
と本　

栄さ
か
え

議
員（
新
風
）

遠え
ん
ど
う藤　

通と
お
る

議
員（　
　
　

）

伯
耆
の
国
文
化
創
造
計
画
に

つ
い
て

元
生
産
者
、消
費
者
団
体
等
及
び
市

の
関
係
各
課
と
連
携
し
た
推
進
体
制

を
整
備
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、農
産
物
販

売
競
争
力
の
強
化
や
地
域
経
済
の
活

性
化
が
図
ら
れ
、望
ま
し
い
こ
と
と

考
え
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
化
の
た
め

に
は
、良
質
な
農
産
物
の
生
産
、確

保
及
び
消
費
者
の
認
知
が
不
可
欠
で

あ
る
の
で
、
農
業
者
・
農
業
者
団
体

が
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
主

体
的
な
取
組
を
行
う
場
合
、
ど
の
よ

う
な
支
援
・
協
力
が
で
き
る
の
か
模

索
し
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

■
議
員　

就
学
前
の
子
ど
も
の
教
育
・

保
育
を
提
供
す
る
機
能
及
び
地
域
に

お
け
る
子
育
て
支
援
を
行
う
機
能
を

認
定
こ
ど
も
園
の
法
整
備
を

受
け
て

備
え
る
施
設
と
し
て
、都
道
府
県
知

事
か
ら
「
認
定
こ
ど
も
園
」と
し
て

認
定
を
受
け
る
制
度
が
、６
月
に
制

定
さ
れ
た
。こ
れ
に
関
し
以
下
伺
う
。

　

⑴
県
条
例
制
定
に
当
た
り
、市
が

意
見
を
述
べ
る
機
会
が
あ
る
の
か
。

　

⑵
都
市
部
の
待
機
児
童
解
消
が
大

き
な
理
由
と
の
見
方
も
あ
る
が
、本

市
の
待
機
児
童
の
現
状
を
伺
う
。

　

⑶
こ
の
法
律
で
、子
育
て
不
安
に

対
応
し
た
相
談
で
き
る
機
能
を
備
え

る
施
設
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、本

市
の
現
状
を
伺
う
。

　

⑷
こ
の
制
度
を
推
進
し
よ
う
と
す

れ
ば
、事
務
範
囲
が
非
常
に
複
雑
化

し
、当
然
職
員
配
置
が
必
要
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
が
い
か
が
か
。

■
市
長　

⑴
鳥
取
県
は
現
在
、国
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
条
例
策
定

の
準
備
中
で
あ
り
、質
問
等
が
あ
れ

ば
逐
次
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

⑵
本
年
７
月
１
日
現
在
で
36
名
と

推
計
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

３
歳
未
満
児
で
あ
る
。

　

⑶
保
育
所
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、家
庭
児
童
相
談
室
及
び
県
の

児
童
相
談
所
等
に
よ
る
子
育
て
相
談

や
乳
幼
児
健
診
に
お
け
る
育
児
相
談

を
行
っ
て
い
る
。

　

⑷
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
た
段
階

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
退
職
債
の
発
行
に
つ
い
て

行
財
政
改
革
問
題
に
つ
い
て

一　

院

ク
ラ
ブ

平
成
18
年
度
補
正
予
算
に
つ

い
て
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■
議
員　

米
子
市
の
顔
で
あ
る
市
役

所
の
車
い
す
用
の
ス
ロ
ー
プ
は
、前

近
代
的
な
も
の
で
あ
り
、誰
で
も
来

た
い
と
き
に
一
人
で
訪
れ
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

市
長
の
所
見
を
伺
う
。

■
市
長　

こ
の
ス
ロ
ー
プ
は
、高
齢

者
・
身
体
障
が
い
者
等
が
建
物
を
円

滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
定
め
ら
れ
た

ハ
ー
ト
ビ
ル
法
等
の
基
準
よ
り
も
傾

斜
を
緩
く
し
て
お
り
、
ま
た
、
手
す

り
も
設
置
し
て
い
る
。
ス
ロ
ー
プ
利

用
時
に
お
困
り
の
方
が
あ
れ
ば
、職

員
が
直
ち
に
対
応
す
る
よ
う
に
工
夫

し
て
み
た
い
。

■
議
員　

弓
ヶ
浜
中
学
校
の
グ
ラ
ン

ド
は
、市
内
で
も
最
も
水
は
け
の
悪

い
状
態
で
あ
り
、ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

で
支
障
を
来
し
て
い
る
。
数
十
年
前

か
ら
こ
う
い
う
訴
え
は
あ
り
、教
育

委
員
会
と
し
て
も
当
然
耳
に
入
っ
て

い
る
と
思
う
。
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

■
教
育
長　

弓
ヶ
浜
中
学
校
の
グ
ラ

ン
ド
整
備
、後
ろ
校
舎
屋
上
の
庇

ひ
さ
し

の

修
理
等
は
、学
校
か
ら
施
設
改
善
要

望
が
出
て
い
る
が
、
要
望
に
は
、
実

施
す
る
優
先
順
位
の
基
準
を
定
め
て

い
る
。
よ
っ
て
、庇

ひ
さ
し
の
補
修
工
事
は

８
月
に
実
施
す
る
が
、グ
ラ
ン
ド
整

備
は
、他
校
の
状
況
と
比
較
検
討
し

な
が
ら
、
優
先
順
位
に
従
い
、
緊
急

を
要
す
る
も
の
か
ら
実
施
し
て
い
き

た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
米
子
市
清
掃
工
場
問
題
に
つ
い
て

や
歴
史
探
訪
、人
的
資
源
な
ど
様
々

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と

に
よ
り
、新
市
の
一
体
感
の
醸
成
を

は
じ
め
、次
世
代
を
担
う
人
材
の
育

成
、市
民
や
県
外
か
ら
の
来
訪
者
の

増
加
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■
議
員　

他
の
施
策
と
の
政
策
評
価

を
検
討
さ
れ
た
の
か
。

■
市
長　

中
心
市
街
地
が
有
し
て
い

る
歴
史
、景
観
、文
化
を
活
用
し
継

承
す
る
こ
と
は
、新
米
子
市
の
将
来

都
市
像
の
実
現
及
び
市
街
地
の
都
市

機
能
の
回
復
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、

既
存
施
設
の
有
効
活
用
を
図
り
た
い
。

矢や

倉く
ら　

強つ
よ
し

議
員（
新
政
会
）

環
境
整
備
に
つ
い
て

■
議
員　

地
方
自
治
制
度
や
地
方
議

会
制
度
が
時
代
に
合
わ
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
と
思
う
が
、市
長
は
ど
の

よ
う
な
所
見
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

■
市
長　

市
長
で
あ
る
私
も
、議
員

も
、
民
主
主
義
を
確
保
す
る
た
め
、

直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、独
立

対
等
の
立
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の

権
限
を
持
ち
、チ
ェ
ッ
ク
＆
バ
ラ
ン

ス
と
調
和
に
よ
っ
て
市
政
運
営
が
図

ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
「
補
助
金
の
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

か
ら
の
見
直
し
」を
は
じ
め
と
す
る

行
財
政
改
革
に
対
す
る
市
長
の
姿
勢

及
び
決
意
に
つ
い
て
は
、３
月
議
会

で
も
、松
代
藩
の
恩
田
杢
の
改
革
を

例
に
出
し
て
質
問
し
た
が
、市
長
の

行
財
政
改
革
に
か
け
る
深
想
を
伺
う
。

■
市
長　

補
助
金
の
見
直
し
を
は
じ

め
と
す
る
行
財
政
改
革
は
、本
市
の

組
織
や
機
能
を
改
革
す
る
こ
と
、主

に
財
政
の
悪
化
や
社
会
の
変
化
に
対

応
し
て
組
織
の
簡
素
合
理
化
、事
務

の
効
率
化
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
行

財
政
改
革
の
究
極
的
な
目
的
は
、単

な
る
事
務
事
業
の
切
り
捨
て
で
は
な

く
、財
政
基
盤
を
強
固
な
も
の
に
し

て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、最

終
的
に
は
、新
米
子
市
総
合
計
画
に

基
づ
く
、新
し
い
米
子
市
の
ま
ち
づ

く
り
、
す
な
わ
ち
「
生
活
充
実
都
市
・

米
子
」の
実
現
を
果
た
す
こ
と
で
あ

る
。

藤ふ
じ

尾お

信の
ぶ

之ゆ
き

議
員（
新
政
会
）

ま
ち
づ
く
り
３
法
に
つ
い
て

■
議
員　

今
回
の
ま
ち
づ
く
り
３
法

の
見
直
し
は
、郊
外
へ
の
市
街
地
拡

散
を
抑
制
し
、街
の
機
能
を
中
心
市

街
地
に
集
中
さ
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
都
市
計
画
法
の
改
正

に
よ
る
大
型
店
の
立
地
調
整
の
強
化

と
、中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
改
正

に
よ
る
意
欲
的
な
中
心
市
街
地
へ
の

多
様
な
支
援
策
の
集
中
を
両
輪
と
し

て
推
進
す
る
と
し
て
い
る
の
が
特
徴

だ
が
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
３
法
改
正

の
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　

新
ま
ち
づ
く
り
３
法
は
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
果
た
す
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
の
旧
ま
ち
づ
く
り

３
法
を
強
化
す
る
方
向
で
改
正
さ
れ
、

今
回
の
改
正
は
、少
子
高
齢
化
の
急

速
な
進
展
と
人
口
減
少
社
会
の
本
格

的
な
到
来
、環
境
問
題
に
対
す
る
関

心
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
と
し
て
、

こ
れ
ら
に
有
効
と
さ
れ
る
集
約
型
都

市
構
造
へ
の
転
換
を
目
指
し
た
構
造

改
革
の
取
組
の
１
つ
で
あ
る
。

■
議
員　

ま
ち
づ
く
り
３
法
の
改
正

と
米
子
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
と
の
整
合
性
を
い
か
に
図
る
の

か
。

■
市
長　

今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、

新
た
な
中
心
市
街
地
活
性
化
法
で
は
、

基
本
計
画
で
定
め
る
べ
き
事
項
と
し

て
、①
公
共
公
益
施
設
な
ど
の
都
市

福
利
施
設
を
中
心
市
街
地
に
整
備
す

る
事
業
②
中
心
市
街
地
に
お
け
る
住

宅
の
供
給
と
居
住
環
境
の
向
上
の
た

め
の
事
業
③
中
心
市
街
地
へ
の
都
市

機
能
の
集
積
促
進
を
図
る
た
め
の
措

置
に
関
す
る
事
項―

等
が
追
加
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
細
目
は
、今
後
、

国
か
ら
示
さ
れ
る
基
本
方
針
や
運
用

方
針
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、本
市
の
基

本
計
画
と
の
整
合
性
は
、
そ
れ
ら
の

内
容
に
左
右
さ
れ
る
。

■
議
員　

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

見
て
、今
回
の
法
改
正
の
趣
旨
と
現

在
の
米
子
市
総
合
計
画
や
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、整
合
性
が

と
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■
市
長　

現
在
の
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
は
、総
合
計
画
を
踏
ま
え

て
策
定
し
た
も
の
で
あ
り
、「
中
心
市

街
地
の
再
構
築
を
図
り
、
そ
の
周
辺

に
お
い
て
は
、都
市
機
能
と
居
住
機

能
が
調
和
し
た
都
市
生
活
空
間
の
形

成
を
図
る
」こ
と
を
目
指
し
た
内
容

と
な
っ
て
い
る
の
で
、今
回
の
法
改

正
の
趣
旨
と
整
合
が
取
れ
て
い
る
と

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
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■
議
員　

米
子
市
は
非
常
に
深
刻
な

財
政
難
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
は
行
政
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い

サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
、行
革
を
断
行
す

る
中
で
行
政
規
模
を
縮
小
し
、財
政

を
ス
リ
ム
化
す
べ
き
と
考
え
る
。
行

政
の
む
だ
を
一
掃
し
、簡
素
で
効
率

的
な
市
政
運
営
が
望
ま
れ
る
。
そ
こ

で
、
市
長
は
、推
進
す
る
改
革
の
事

務
事
業
に
対
す
る
評
価
基
準
を
ど
の

よ
う
に
検
証
し
て
い
る
の
か
。

■
市
長　

単
に
個
別
事
業
が
赤
字
だ

か
ら
だ
と
か
、財
源
不
足
だ
か
ら
と

い
う
の
で
は
な
く
、現
行
の
事
務
事

業
が
時
代
に
即
し
た
も
の
な
の
か
ど

う
か
、真
に
効
率
的
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、優

先
度
は
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
観

点
か
ら
検
証
す
べ
き
で
あ
る
。

■
議
員　

本
市
の
場
合
、１
期
４
年

間
で
の
市
長
の
退
職
手
当
が
約

１
７
０
０
万
円
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
高
額
な
退
職
手
当
は
ま
っ
た
く
理

解
し
が
た
い
。
こ
の
際
、市
長
自
ら

襟え
り

を
正
し
、甘
い
特
権
を
廃
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■
市
長　

市
長
等
の
特
別
職
の
退
職

手
当
は
、地
方
公
務
員
制
度
や
給
与

の
あ
り
方
全
般
に
関
わ
る
も
の
で
あ

り
、近
隣
他
市
の
支
給
率
と
比
較
し

て
も
高
く
は
な
い
の
で
、現
在
の
と

こ
ろ
、廃
止
、見
直
し
は
考
え
て
い

な
い
が
、今
後
、全
国
的
な
動
向
を

見
な
が
ら
対
処
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

今
市
民
の
間
で
は
、「
ま
ち

づ
く
り
の
理
念
が
見
え
て
こ
な
い
。

ど
こ
に
力
点
を
置
い
て
い
る
の
か
、

市
民
に
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
な

い
」な
ど
の
不
満
が
顕
在
化
し
て
い

る
。
市
長
は
先
日
、
あ
る
団
体
の
例

会
で
講
演
を
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
そ

う
し
た
情
報
は
折
に
ふ
れ
市
民
に
向

け
て
提
供
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
思

う
。
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
、

市
長
自
ら
の
考
え
で
、市
民
に
分
か

り
や
す
く
提
言
い
た
だ
き
た
い
。

■
市
長　

市
政
の
目
標
は
、米
子
市

の
発
展
と
市
民
生
活
の
向
上
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、
全

知
全
能
を
傾
け
て
ま
い
進
し
て
い
る
。

現
在
、財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
、行
財

政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、行
財
政
改

革
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
実
現

で
き
れ
ば
、財
政
赤
字
が
解
消
で
き

る
と
い
う
計
画
で
、鋭
意
こ
れ
を
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、①
少
子
高
齢
化
対
策

②
ゆ
と
り
あ
る
心
豊
か
さ
の
実
現
③

教
師
の
授
業
力
及
び
仕
事
量

に
つ
い
て

安や
す

木ぎ

達た
つ

哉や

議
員（　
　

）

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

考
え
て
い
る
。

■
議
員　

改
正
３
法
が
完
全
施
行
と

な
る
ま
で
の
間
に
、法
改
正
の
趣
旨

に
反
し
た
大
型
店
の
出
店
・
開
発
行

為
を
許
す
こ
と
は
、
そ
の
効
果
を
大

き
く
減
ず
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が

い
か
が
か
。

■
市
長　

法
改
正
の
趣
旨
を
念
頭
に

お
き
な
が
ら
、現
行
法
に
基
づ
き
対

応
す
る
こ
と
と
な
る
。

■
議
員　

全
国
的
に
教
師
の
授
業
力

向
上
が
緊
急
の
課
題
と
し
て
、様
々

な
取
組
が
始
ま
っ
て
い
る
一
方
、鳥

取
県
内
の
教
職
員
の
時
間
外
勤
務
の

実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
に

よ
る
と
、中
学
校
で
の
時
間
外
勤
務

時
間
は
１
か
月
平
均
48
・
６
時
間
、

小
学
校
は
30
・
９
時
間
と
な
っ
て
お

り
、改
め
て
教
師
の
仕
事
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、教
師

の
授
業
力
と
時
間
外
勤
務
の
実
態
に

つ
い
て
、教
育
現
場
の
改
革
が
急
が

れ
る
と
思
う
が
、
ど
う
認
識
さ
れ
、

改
善
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

■
教
育
長　

議
員
指
摘
の
と
お
り
、

ほ
と
ん
ど
の
教
員
は
、遅
く
ま
で
学

校
に
残
り
、時
間
外
勤
務
を
す
る
こ

と
が
多
い
と
認
識
し
て
い
る
。
中
学

校
に
は
部
活
動
が
あ
り
、
そ
し
て
、

小
学
校
、中
学
校
と
も
に
学
習
教
材

の
準
備
や
学
習
状
況
の
点
検
、成
績

の
処
理
、学
校
行
事
や
校
務
分
掌
の

計
画
立
案
、生
徒
指
導
や
保
護
者
対

応
等
に
時
間
が
と
ら
れ
、
そ
れ
以
外

に
も
、様
々
な
雑
務
を
こ
な
す
こ
と

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

指
導
力
向
上
に
向
け
た
魅
力
あ
る
授

業
作
り
等
の
取
組
に
な
か
な
か
向
え

な
い
実
態
も
あ
る
。
よ
っ
て
、教
職

員
の
出
張
等
の
軽
減
や
研
究
発
表
会

を
学
校
の
希
望
制
に
し
た
り
、各
種

報
告
文
書
・
提
出
文
書
の
軽
減
化
等

に
よ
り
、教
職
員
の
仕
事
の
軽
減
化

に
努
力
し
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
観
光
振
興
策
に
つ
い
て

○
地
域
の
防
犯
・
防
災
に
つ
い
て

中な
か

村む
ら

昌し
ょ
う

哲て
つ

議
員（
新
風
）

活
力
あ
る
米
子
市
を
復
興
す

る
た
め
の
指
標
に
つ
い
て

経
済
活
性
化
対
策
④
市
役
所
の
改
革

―

を
柱
に
し
、初
め
て
数
値
目
標
を

入
れ
た
新
総
合
計
画（
米
子
い
き
い

き
プ
ラ
ン
）も
策
定
し
て
い
る
。
今

後
、
財
政
健
全
化
を
図
り
な
が
ら
、

こ
の
総
合
計
画
に
そ
っ
て
、米
子
市

の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

■
議
員　
「
米
子
市
の
行
財
政
改
革

に
対
す
る
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
あ
る
経
営
研
究
所
の
講
演

会
で
、「
財
政
が
厳
し
い
中
で
、
い
か

に
展
望
の
見
え
る
行
政
運
営
が
で
き

る
か
が
鍵
。
地
方
経
済
の
停
滞
感
や

将
来
展
望
の
見
え
な
い
状
況
が
、元

気
の
な
い
米
子
と
い
う
印
象
を
招
い

て
い
る
」と
指
摘
さ
れ
、「
将
来
の
道

筋
を
示
す
こ
と
が
行
政
に
求
め
ら
れ

て
い
る
」と
説
か
れ
、
そ
の
上
で
「
少

な
い
財
源
を
ど
う
使
っ
て
い
く
か
が

重
要
」と
述
べ
ら
れ
た
助
役
に
、
活

力
あ
る
米
子
市
を
復
興
さ
せ
る
た
め

に
、市
民
に
展
望
を
抱
か
せ
る
積
極

的
な
行
政
運
営
の
あ
り
方
を
伺
う
。

■
助
役　

財
政
的
な
見
通
し
を
持
た

ず
に
、
た
だ
や
み
く
も
に
積
極
的
な

財
政
支
出
を
行
う
の
は
、単
な
る
無

謀
で
あ
り
、破
た
ん
へ
の
道
を
一
直

線
に
進
む
だ
け
の
こ
と
に
な
る
。
ま

ず
は
、
行
財
政
改
革
に
よ
り
、
確
固

と
し
た
行
財
政
基
盤
を
確
立
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

先
日
開
催
さ
れ
た
講
演
会
で
も
、
そ

の
時
間
の
大
半
を
費
や
し
て
申
し

公
明
党

議
員
団
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上
げ
た
。
懸
案
と
な
っ
て
い
る
諸
事

業
を
短
期
間
の
う
ち
に
一
遍
に
実
施

に
移
す
こ
と
は
、極
め
て
困
難
で
あ

る
。
行
政
と
し
て
は
、財
政
状
況
や

財
政
見
通
し
に
つ
い
て
、
で
き
う
る

限
り
分
か
り
や
す
く
住
民
に
お
知

ら
せ
し
、認
識
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、可
能
な
も
の
か
ら
、順
次
、ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
、

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

９
月
19
日
㈫　

本
会
議（
開
会
）

　
　

21
日
㈭　

本
会
議（
各
個
質
問
）

　
　

22
日
㈮　

本
会
議（
各
個
質
問
）

　
　

25
日
㈪　

本
会
議（
各
個
質
問
）

　
　

26
日
㈫　

本
会
議（
各
個
質
問
）

　
　

27
日
㈬　

本
会
議（
各
個
質
問
）

　
　

28
日
㈭　

総
務
文
教
委
員
会

　
　

29
日
㈮　

民
生
環
境
委
員
会

10
月
２
日
㈪　

産
業
経
済
委
員
会

　
　

３
日
㈫　

建
設
水
道
委
員
会

　
　

５
日
㈭　

本
会
議（
閉
会
）

※
詳
し
く
は
、議
会
事
務
局
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

議
会
事
務
局

　
　

電
話　

32
　

｜
０
３
０
２

９
月
定
例
会
の
日
程

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

原　
　
　

紀　

子

尾　

沢　

三　

夫

内　

田　

隆　

嗣

松　

田　
　
　

正

米
子
市
議
会
に
つ
い
て
の
い
ろ

い
ろ
な
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
米
子
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
表
紙
に
あ
る
「
米
子
市

議
会
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
次
の
と
お
り
、
米
子
市
議

会
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

・
市
議
会
の
し
く
み

　

・
市
議
会
の
運
営

　

・
委
員
会

　

・
市
議
会
の
権
限

　

・
請
願
・
陳
情
の
手
続
き

　

・
傍
聴
の
し
か
た

　

・
議
員
の
紹
介

　

・
議
会
日
程

　

・
市
議
会
だ
よ
り

　

・
会
議
録
（
旧
淀
江
町
議
会
分
を

　
　

除
く
）

米
子
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ

ス

http://w
w
w.yonago-city.jp/

　請願・陳情は、市議会と市民を直接つなぐ大切
な手段です。市政についての意見や希望があると
きは、だれでも提出できます。
　請願には、紹介議員の署名又は記名押印が必要
ですが、陳情には紹介議員は不要です。
　提出者は、請願・陳情の要旨及び理由、住所及

び氏名の記載、押印などをして議長あてに提出
します。提出された請願・陳情は、委員会で審査
した上、本会議に諮って採択・不採択を決め、市
政に反映させるようになっています。
　なお、請願・陳情は、郵送でなく、なるべく議会
事務局へご持参ください。

①法人、団体として提出される場合は、その所
在地及び名称並びに代表者の氏名及び印が
必要です。

②内容が２項目にわたるときは、なるべく１項
目ごとに提出してください。

③提出者が多数の場合には、なるべく代表者を
選び、提出者欄に記入してください。

※事務処理の都合上、定例会開会日の２日前
（市の休日を除く）の正午までに提出された
ものについて、その定例会で審議されます。
上記期限後に提出されたものは、その次の定
例会で審議されることになります。

表　紙 内　容

○○○に関する
請 願 書

紹介議員
氏　名

（署名又は記名押印）

年　月　日

米子市議会議長様　

（提出者）
住　所

　氏　名㊞

○○○に関する請願

１　要 旨…
２　理 由…

※陳情書については、請願書の書式に準じて記載してください。

請願書・陳情書のつくり方

記載上の注意事項 書　　　式
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番　　号 件　　　　　　名 結　　果

議案第66号 米子市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第67号 特別委員会の設置について 原案可決 全会一致

議案第68号 監査委員の選任について 原案同意 全会一致

議案第69号 米子市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 賛成多数

議案第70号 平成18年度米子市水道事業会計補正予算（補正第１回） 原案可決 全会一致

議案第71号 専決処分について（米子市市税条例の一部を改正する条例の制定について） 原案承認 賛成多数

議案第72号 専決処分について（米子市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する
条例の制定について） 原案承認 全会一致

議案第73号 専決処分について（米子市介護保険条例の一部を改正する条例の制定につい
て） 原案承認 賛成多数

議案第74号 専決処分について（米子市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
について） 原案承認 賛成多数

議案第75号 専決処分について（財産の取得について（高比表面積消石灰）） 原案承認 全会一致

議案第76号 専決処分について（平成17年度米子市一般会計補正予算）（補正第６回） 原案承認 全会一致

議案第77号 専決処分について（平成18年度米子市一般会計補正予算）（補正第１回） 原案承認 全会一致

議案第78号 専決処分について（平成18年度米子市市営葬儀事業特別会計補正予算）（補
正第１回） 原案承認 全会一致

議案第79号 専決処分について（平成18年度米子市住宅資金貸付事業特別会計補正予算）
（補正第１回） 原案承認 全会一致

議案第80号 専決処分について（平成18年度米子市下水道事業特別会計補正予算）（補正
第１回） 原案承認 全会一致

議案第81号 専決処分について（平成18年度米子市老人保健事業特別会計補正予算）（補
正第１回） 原案承認 全会一致

議案第82号 専決処分について（平成18年度米子市駐車場事業特別会計補正予算）（補正
第１回） 原案承認 全会一致

議案第83号 専決処分について（平成18年度米子市流通業務団地整備事業特別会計補正
予算）（補正第１回） 原案承認 全会一致

議案第84号 専決処分について（平成18年度米子市一般会計補正予算）（補正第２回） 原案承認 全会一致

議案第85号 米子市市税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 賛成多数

議案第86号 米子市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一
部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第87号 米子市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第88号 米子市犯罪のないまちづくり推進条例の制定について 原案可決 賛成多数

議案第89号 米子市交通安全対策会議条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第90号 米子市体育施設条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 賛成多数

議案第91号 米子市営葬儀条例を廃止する条例の制定について 原案可決 賛成多数

議案第92号 米子市勤労青少年ホーム条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 賛成多数

議案第93号 米子市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 賛成多数

議案第94号 米子市農業集落排水施設条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第95号 工事請負契約の締結について（米子市淀江町地区情報通信放送施設整備工
事） 原案可決 全会一致

議案第96号 土地改良事業の事務の委託に関する規約を定める協議について 原案可決 全会一致

議案第97号 工事請負契約の締結について（農業集落排水事業伯仙地区汚水処理施設土
木工事） 原案可決 全会一致

議案第98号 工事請負契約の締結について（内浜処理場脱水機機械設備工事） 原案可決 全会一致

議案第99号 市道の路線の変更について（福生南３号線） 原案可決 全会一致

議案第100号 市道の路線の認定について（白浜住宅１号線ほか３路線） 原案可決 全会一致

議案第101号 市道の路線の廃止について（白浜住宅線） 原案可決 全会一致

平成18年米子市議会７月定例会提出議案等審議結果一覧表（1）
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平成18年米子市議会７月定例会受理陳情審議結果一覧表

印刷／東京印刷株式会社

番　　号 件　　　　　　名 結　　果

議案第102号 平成18年度米子市一般会計補正予算（補正第３回） 原案可決 賛成多数

議案第103号 工事請負契約の締結について（淀江小学校屋内運動場改築建築主体工事） 原案可決 全会一致

議案第104号 平成17年度米子市水道事業会計の決算認定について 継続審査 －

議案第105号 平成17年度米子市水道事業会計剰余金の処分について 継続審査 －

議案第106号 平成17年度米子市工業用水道事業会計の決算認定について 継続審査 －

議案第107号 平成17年度米子市工業用水道事業会計剰余金の処分について 継続審査 －

議案第108号 地方交付税制度の財源保障機能を堅持し、充実させる意見書の提出について 原案可決 全会一致

議案第109号
出資法の上限金利の引き下げ等、「出資の受入れ、預り金及び金利等の取締
りに関する法律」及び「貸金業の規制等に関する法律」の改正を求める意見書
の提出について

原案可決 全会一致

議案第110号 基地対策予算の増額等を求める意見書の提出について 原案可決 賛成多数

報告第５号 平成17年度米子市繰越明許費繰越計算書について 報　　告 －

報告第６号 法人の経営状況について 報　　告 －

報告第７号
議会の委任による専決処分について（米子市議会の議員その他非常勤の職員
の公務災害補償等に関する条例及び米子市消防団員等公務災害補償条例の
一部を改正する条例の制定について）

報　　告 －

報告第８号 議会の委任による専決処分について（米子市監査委員条例の一部を改正する
条例の制定について） 報　　告 －

報告第９号 議会の委任による専決処分について（消防組織法の一部改正に伴う関係条例
の整理に関する条例の制定について） 報　　告 －

報告第10号 議会の委任による専決処分について（損害賠償の額の決定について） 報　　告 －

報告第11号 議会の委任による専決処分について（訴えの提起について） 報　　告 －

番　　号 件　　　　　　名 結　　果

陳情第１号 地方交付税制度の財源保障機能を堅持し、充実させる陳情書 採　　択 全会一致

陳情第２号 酪農・集落営農・ＷＴＯ農業交渉に関する陳情書 趣旨採択 全会一致

陳情第３号 中国における法輪功学習者の臓器摘出の実態調査を求める陳情書 継続審査 －

陳情第４号 出資法の上限金利の引き下げ等、「出資の受入れ、預り金及び金利等の取締
りに関する法律」及び「貸金業の規制等に関する法律」の改正を求める陳情書 採　　択 全会一致

陳情第５号 「イズミ」の米子進出反対に関する陳情書 採　　択 賛成多数

陳情第６号 イズミ進出に反対する陳情書 採　　択 賛成多数

陳情第７号 株式会社イズミの郊外型大規模小売店舗出店反対陳情書 採　　択 賛成多数

陳情第８号 出資法上限金利引き下げについての陳情書 採　　択 全会一致

陳情第９号 米子市健康診断項目に関する陳情書 不 採 択 賛成少数

陳情第10号 イズミゆめタウン出店反対に関する陳情書 採　　択 賛成多数

陳情第11号 イズミ進出に反対する陳情書 採　　択 賛成多数

陳情第12号 スーパー「イズミ」米子出店に反対する陳情書 採　　択 賛成多数

陳情第13号 大規模ショッピングセンター「ゆめタウン米子」出店に反対する陳情書 採　　択 賛成多数

陳情第14号 島根原発プルサーマル計画の中止等についての決議を求める陳情 継続審査 －

陳情第15号 アメリカ産牛肉の輸入再開をしないよう国に対して意見書提出を求める陳情書 不 採 択 賛成少数

陳情第16号 教育基本法改正に関する意見書の提出について 不 採 択 賛成少数

陳情第17号 福祉会福米保育園老朽化に伴う屋根の改修に係る助成について 取下承認 －

※ 全会一致以外は、原案に対して可否を諮った結果を記載しています。

平成18年米子市議会７月定例会提出議案等審議結果一覧表（2）


